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議会だより
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平
成
30
年
度
決
算

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

101億1033万円

114億264万円

167億3185万円

117億9496万円

82億9981万円

64億8660万円

433,050 445,858 470,928 448,266 514,487 
440,029 

244,093 257,640 242,380 229,775 220,790 216,434 20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

160億円

180億円

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

一般会計歳出決算額 基金・積立

(貯金)
地方債

(借金)

扶助費
206,217千円（3%）

公債費
214,278千円（3%）

災害復旧事業費
6,752千円(0%)

維持補修費
127,795千円(2%)

投資出資貸付
26,240千円  (1%)

歳出決算額
6,486,609千円 普通建設事業費

1,789,140千円
（28%）

人件費
702,738千円

（11%）

投資的経費
1,795,892千円

(28%)

義務的経費
1,123,233千円

（17%）

その他経費
3,567,484千円

（55%）

物件費
1,266,571千円

(20%)

補助費等
1,254,151千円

(19%)

積立金
413,357千円

(6%)

操出金
479,370千円

(7%)

　令和元年９月定例会を９月10日から13日までの会期で開きました。

　今回は、令和元年度一般会計及び特別会計補正予算案など、17議案と１件の人事

案件を慎重に審議し、すべて原案どおり可決、同意しました。

　また、９月定例会は、決算議会でもあり、平成30年度一般会計及び６つの特別会

計を認定しましたが、町税の減収、今後の財政運営や収入未済額の縮減に向けた取

り組みなどの改善や要望を求める意見が相次ぎました。

　なお、一般質問では、８人の議員が、それぞれ町の対応や考えを問いただしました。

前年比
21.85％ 減
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歳入から歳出を引いた額は翌年度繰り越しとなります。

歳入決算額
6,996,027千円

地方譲与税      27,505千円
利子割交付金    1,100千円
地方消費税      90,826千円
自動車取得税    6,136千円

地方特例　　     2,083千円
地方交付税    531,241千円
その他                  4,362千円

町税
 2,511,210千円

 (36%)

使用料等
2,352,026千円 

 (34%)

使用料  61,920千円
財産収入  35,056千円
分担金  2,280千円
寄付金 29,038千円
繰入金 1,564,522千円
繰越金   611,113千円
諸収入 48,097千円

国庫支出金
604,157千円

(9%)

依存財源
2,132,791千円

(30%)

県支出金
718,881千円

(10%)

自主財源
4,863,236千円

(70%)

町債
146,500千円(2%)

譲与税等
663,253千円

(9%)

復興創生の成果を認定
平成30年度決算

各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予 算 現 額

決　　算　　額 歳 入 歳 出
差 引 額
（形式収支）

（Ａ）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

（Ｂ）

実 質 収 支
（Ａ）－（Ｂ）歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 7,087,245,000 6,996,026,881 6,486,609,182 509,417,699 153,434,000 355,983,699 

特
　
別

　
会

　
計

国 民 健 康 保 険 956,453,000 932,010,395 852,206,307 79,804,088 0 79,804,088 

土 地 開 発 事 業 85,197,000 85,194,498 78,997,407 6,197,091 0 6,197,091 

公共下水道事業 284,698,000 294,330,662 278,218,137 16,112,525 0 16,112,525 

農業集落排水事業 34,505,000 35,117,753 32,414,609 2,703,144 0 2,703,144 

介 護 保 険 529,994,000 530,921,236 487,339,483 43,581,753 0 43,581,753 

後期高齢者医療 18,686,000 18,851,484 18,214,759 636,725 0 636,725 

小  　計 1,909,533,000 1,896,426,028 1,747,390,702 149,035,326 0 149,035,326 

平成30年度決算額 8,996,778,000 8,892,452,909 8,233,999,884 658,453,025 153,434,000 505,019,025



3 2

平
成
30
年
度
決
算

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

101億1033万円

114億264万円

167億3185万円

117億9496万円

82億9981万円

64億8660万円

433,050 445,858 470,928 448,266 514,487 
440,029 

244,093 257,640 242,380 229,775 220,790 216,434 20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

160億円

180億円

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

一般会計歳出決算額 基金・積立

(貯金)
地方債

(借金)

扶助費
206,217千円（3%）

公債費
214,278千円（3%）

災害復旧事業費
6,752千円(0%)

維持補修費
127,795千円(2%)

投資出資貸付
26,240千円  (1%)

歳出決算額
6,486,609千円 普通建設事業費

1,789,140千円
（28%）

人件費
702,738千円

（11%）

投資的経費
1,795,892千円

(28%)

義務的経費
1,123,233千円

（17%）

その他経費
3,567,484千円

（55%）

物件費
1,266,571千円

(20%)

補助費等
1,254,151千円

(19%)

積立金
413,357千円

(6%)

操出金
479,370千円

(7%)

　令和元年９月定例会を９月10日から13日までの会期で開きました。

　今回は、令和元年度一般会計及び特別会計補正予算案など、17議案と１件の人事

案件を慎重に審議し、すべて原案どおり可決、同意しました。

　また、９月定例会は、決算議会でもあり、平成30年度一般会計及び６つの特別会

計を認定しましたが、町税の減収、今後の財政運営や収入未済額の縮減に向けた取

り組みなどの改善や要望を求める意見が相次ぎました。

　なお、一般質問では、８人の議員が、それぞれ町の対応や考えを問いただしました。

前年比
21.85％ 減

3 2

平
成
30
年
度
決
算

歳入から歳出を引いた額は翌年度繰り越しとなります。

歳入決算額
6,996,027千円

地方譲与税      27,505千円
利子割交付金    1,100千円
地方消費税      90,826千円
自動車取得税    6,136千円

地方特例　　     2,083千円
地方交付税    531,241千円
その他                  4,362千円

町税
 2,511,210千円

 (36%)

使用料等
2,352,026千円 

 (34%)

使用料  61,920千円
財産収入  35,056千円
分担金  2,280千円
寄付金 29,038千円
繰入金 1,564,522千円
繰越金   611,113千円
諸収入 48,097千円

国庫支出金
604,157千円

(9%)

依存財源
2,132,791千円

(30%)

県支出金
718,881千円

(10%)

自主財源
4,863,236千円

(70%)

町債
146,500千円(2%)

譲与税等
663,253千円

(9%)

復興創生の成果を認定
平成30年度決算

各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予 算 現 額

決　　算　　額 歳 入 歳 出
差 引 額
（形式収支）

（Ａ）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

（Ｂ）

実 質 収 支
（Ａ）－（Ｂ）歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 7,087,245,000 6,996,026,881 6,486,609,182 509,417,699 153,434,000 355,983,699 

特
　
別

　
会

　
計

国 民 健 康 保 険 956,453,000 932,010,395 852,206,307 79,804,088 0 79,804,088 

土 地 開 発 事 業 85,197,000 85,194,498 78,997,407 6,197,091 0 6,197,091 

公共下水道事業 284,698,000 294,330,662 278,218,137 16,112,525 0 16,112,525 

農業集落排水事業 34,505,000 35,117,753 32,414,609 2,703,144 0 2,703,144 

介 護 保 険 529,994,000 530,921,236 487,339,483 43,581,753 0 43,581,753 

後期高齢者医療 18,686,000 18,851,484 18,214,759 636,725 0 636,725 

小  　計 1,909,533,000 1,896,426,028 1,747,390,702 149,035,326 0 149,035,326 

平成30年度決算額 8,996,778,000 8,892,452,909 8,233,999,884 658,453,025 153,434,000 505,019,025



5 4

平
成
30
年
度
決
算

　予算が適正に執行されたか、定例会で慎重審議し、

すべての会計決算が認定されました。

　その中で、議会が注目した主な事業を紹介します。

　決算額は、平成30年度のみの金額であり、全体事

業費ではありません。複数年事業のものもあります。

平成30年度

決算注目事業
認定こども園整備 3億

2,199
   万円

下浅見川地区営農再開事業

3,407
   万円

広野町こども園の園舎が完成しました。令和元年度も

引き続き外構工事が行われました。

津波被災地である下浅見川地区の農地を水稲の作付け

ができるよう復旧工事を行いました。

5 4

平
成
30
年
度
決
算

ため池放射性物質対策

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

駅
西
口
ト
イ
レ
整
備
事
業

プレミアム付き商品券

テレワーク推進事業

720
万円

1億
5,358
   万円

7,830
万円

2,484
   万円

2,230
   万円

原発事故を受けて、農業水利施設であるため池の機能保全・

回復を目的とした放射性物質対策を実施しました。

広野小・中学校へ通学する児童・生

徒のスクールバスを運行しました。

国が進める働き方改革により、情報技術(IT)

を活用したテレワーク事業を導入しました。

広野駅西口に公衆トイレを整備

しました。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
民
帰
還
へ
の
き
っ

か
け
と
な
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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具
体
的
な
内
容
は

テ
レ
ワ
ー
ク

｢

お
ら
げ｣

魅
力
ア
ッ
プ
を

風
疹
予
防
の
取
り
組
み
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
現
状
は

放
射
線
対
策

阿
部
憲
一
議
員

小
磯
利
雄
議
員

門
馬

　巧
議
員

小
磯
利
雄
議
員

猪
狩
環
境
防
災
課
長

小
松
復
興
企
画
課
長

坂
本
こ
ど
も
家
庭
課
長

遠
藤
産
業
振
興
課
長

　
震
災
以
降
継
続
し
て
き

た
各
家
屋
の
敷
地
内
の
定

点
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加

え
、
現
在
は
歩
行
に
よ
り

面
的
に
放
射
線
量
を
測
定

す
る
メ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
は
町
内
限
定
の
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
33
人
ほ
ど
い

ま
す
が
、
受
託
す
る
側
で

大
型
の
契
約
を
取
れ
て
お

ら
ず
、
収
入
に
つ
な
が
り

に
く
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。

　
今
後
、
事
業
者
と
共
に

仕
事
を
し
っ
か
り
と
れ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
37
年
以
降
に
生
ま

れ
た
方
に
対
し
、
予
防
接

種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
約
５
０
０
人
の

内
、
6
月
時
点
で
11
人
が

予
防
接
種
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
も
、

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
等
で
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

　
購
入
対
象
者
は
4
９
０
３

人
で
、
そ
の
内
、
実
際

に

ご

購

入

し

た

方

は

３
３
７
６
人
で
率
に
し
て

68
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
過
年
度
は
対
象

者
４
９
４
１
人
で
購
入

者
が
２
６
６
４
人
で
53
・

96
％
と
な
っ
て
お
り
、
増

減
率
は
15
％
ほ
ど
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

環

境

放

射

線

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

事

業

費

約

７
７
０
０
万
円
の
具
体
的

な
用
途
は
。

　
ま
た
、
避
難
を
継
続
し

て
い
る
町
民
か
ら
、
避
難

先
の
放
射
線
量
の
測
定
要

望
が
あ
っ
た
場
合
は
対
応

可
能
か
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
い
る
町
民
か
ら
魅
力
に

乏
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え

て
い
る
が
現
状
は
。

　
首
都
圏
で
風
疹
の
罹
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
本
町
で
の
取
り

組
み
は
。

　
商
工
費
事
業
委
託
料
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購

入
対
象
者
数
は
何
人
か
。

そ
の
内
、
何
％
の
方
が
購

入
し
た
か
。

　
ま
た
、
過
年
度
対
比
で

の
増
減
率
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

一
般
会
計
決算

質
疑

ここが聞きたい!

メッシュモニタリング調査
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未
使
用
者
に
表
彰
を

指
定
管
理
料
の
動
き
は

国
民
健
康
保
険

二
ツ
沼
公
園

北
郷
幹
夫
議
員

門
馬

　巧
議
員

飯
島
健
康
福
祉
課
長

小
松
復
興
企
画
課
長

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
で
、
医
療
保
険

を
使
用
し
て
い
な
い
方
は

２
～
３
人
ほ
ど
い
ま
す

が
、
本
当
に
必
要
が
な
く

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

な
い
の
か
な
ど
を
保
健
師

の
訪
問
等
に
よ
り
確
認
し

て
い
る
現
状
で
す
。

　
1
年
間
医
療
保
険
を
使

用
し
な
か
っ
た
方
へ
の
表

彰
等
は
今
後
検
討
し
ま

す
。

　
指
定
管
理
料
は
、
3
年

間
の
管
理
料
金
と
な
っ
て

お
り
、
毎
年
同
額
で
す
。

　
二
ツ
沼
総
合
公
園
の
管

理
に
お
い
て
は
、
利
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
も
振
興
公
社

と
共
に
利
益
を
出
せ
る
体

制
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
、
1
年
間
に
1

度
も
医
療
保
険
を
使
用
し

て
い
な
い
方
は
い
る
の

か
。

　
表
彰
な
ど
の
制
度
が
あ

れ
ば
、
町
民
の
健
康
へ
の

意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
二
ツ
沼
総
合
公
園
の
指

定
管
理
料
は
減
少
し
て
い

る
か
。
費
用
が
減
る
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が

減
少
す
る
要
因
は
。

黒田惣一代表監査委員

決算審査意見

パークゴルフコースの芝刈作業

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

平
成
30
年
度
の
当
町

の
財
政
状
況
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る

震
災
復
興
特
別
交
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税

が
５
億
２
千
５
百
17
万

６
千
円
交
付
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
税
は
、
町
民

税
個
人
分
は
増
加
し
た

も
の
の
、
町
民
税
法
人

分
、
広
野
火
力
発
電
所

の
大
規
模
償
却
資
産
税

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
厳
し
い
財
政
運
営
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

 

広
野
火
力
発
電
所
６

号
機
に
係
る
固
定
資
産

税
大
規
模
償
却
資
産
分

は
、
今
後
も
逓
減(

て
い

げ
ん)

が
予
測
さ
れ
、

ま
た
、
そ
の
他
の
税
収

増
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
た
め
に
も
少
し

で
も
、
収
入
未
済
額
の

縮
減
は
自
主
財
源
の
確

保
及
び
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
滞
納
者
へ
は
、
早
期

対
応
に
努
め
滞
納
の
長

期
固
定
の
抑
制
に
努
力

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
と
い
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た
２
特
別
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の
医
療

や
介
護
に
対
す
る
給
付

費
が
依
然
と
し
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高
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水
準
で
推
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し
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る

こ
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ら
、
健
康
診
査

の
受
診
勧
奨
や
医
療
機

関
へ
の
早
期
受
診
に
よ

る
疾
病
の
早
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見
、

早
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療
、
適
正
医
療

に
よ
る
重
症
化
防
止
等

に
よ
り
、
歳
出
の
削
減

に
努
め
る
よ
う
強
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ま
す
。
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具
体
的
な
内
容
は

テ
レ
ワ
ー
ク

｢

お
ら
げ｣

魅
力
ア
ッ
プ
を

風
疹
予
防
の
取
り
組
み
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
現
状
は

放
射
線
対
策

阿
部
憲
一
議
員

小
磯
利
雄
議
員

門
馬

　巧
議
員

小
磯
利
雄
議
員

猪
狩
環
境
防
災
課
長

小
松
復
興
企
画
課
長

坂
本
こ
ど
も
家
庭
課
長

遠
藤
産
業
振
興
課
長

　
震
災
以
降
継
続
し
て
き

た
各
家
屋
の
敷
地
内
の
定

点
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加

え
、
現
在
は
歩
行
に
よ
り

面
的
に
放
射
線
量
を
測
定

す
る
メ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
は
町
内
限
定
の
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
33
人
ほ
ど
い

ま
す
が
、
受
託
す
る
側
で

大
型
の
契
約
を
取
れ
て
お

ら
ず
、
収
入
に
つ
な
が
り

に
く
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。

　
今
後
、
事
業
者
と
共
に

仕
事
を
し
っ
か
り
と
れ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
37
年
以
降
に
生
ま

れ
た
方
に
対
し
、
予
防
接

種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
約
５
０
０
人
の

内
、
6
月
時
点
で
11
人
が

予
防
接
種
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
も
、

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
等
で
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

　
購
入
対
象
者
は
4
９
０
３

人
で
、
そ
の
内
、
実
際

に

ご

購

入

し

た

方

は

３
３
７
６
人
で
率
に
し
て

68
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
過
年
度
は
対
象

者
４
９
４
１
人
で
購
入

者
が
２
６
６
４
人
で
53
・

96
％
と
な
っ
て
お
り
、
増

減
率
は
15
％
ほ
ど
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

環

境

放

射

線

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

事

業

費

約

７
７
０
０
万
円
の
具
体
的

な
用
途
は
。

　
ま
た
、
避
難
を
継
続
し

て
い
る
町
民
か
ら
、
避
難

先
の
放
射
線
量
の
測
定
要

望
が
あ
っ
た
場
合
は
対
応

可
能
か
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
い
る
町
民
か
ら
魅
力
に

乏
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え

て
い
る
が
現
状
は
。

　
首
都
圏
で
風
疹
の
罹
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
本
町
で
の
取
り

組
み
は
。

　
商
工
費
事
業
委
託
料
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購

入
対
象
者
数
は
何
人
か
。

そ
の
内
、
何
％
の
方
が
購

入
し
た
か
。

　
ま
た
、
過
年
度
対
比
で

の
増
減
率
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

一
般
会
計
決算

質
疑

ここが聞きたい!

メッシュモニタリング調査
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指
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国
民
健
康
保
険

二
ツ
沼
公
園

北
郷
幹
夫
議
員

門
馬

　巧
議
員

飯
島
健
康
福
祉
課
長

小
松
復
興
企
画
課
長
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保
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療
保
険

を
使
用
し
て
い
な
い
方
は

２
～
３
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療
機
関
を
受
診
し
て
い
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な
ど
を
保
健
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確
認
し
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。
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に
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と
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が
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療
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。
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９
月
補
正
予
算

補正予算　全会一致で可決
　今回の補正は、固定資産税収入の増額１億2500万円などが主な内容となりました。

　これにより、一般会計は歳入歳出ぞれぞれ３億2058万１千円追加され、総額で51億

8077万円となりました。

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

一 般 会 計 3億2058万1千円 51億8077万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1980万4千円 9億4848万7千円

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 1億6004万円 2億2520万5千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1614万5千円 2億5603万7千円

農業集落排水事業特別会計 270万3千円 3414万2千円

介 護 保 険 特 別 会 計 4391万3千円 5億7248万5千円

後期高齢者医療特別会計 63万5千円 1659万5千円

合　　　　計 5億6382万1千円 72億3372万1千円

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
違
い
は

移
住
定
住
促
進

の
内
容
は

仮
設
住
宅
の
そ
の
後
は

小
磯
利
雄
議
員

塩

　史
子
議
員

猪
狩
環
境
防
災
課
長

坂
本
こ
ど
も
家
庭
課
長

　
こ
ど
も
家
庭
課
所
管
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

は
、
3
歳
未
満
の
子
ど
も

を
持
つ
世
帯
、
並
び
に
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
は
25
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
者
は
発
効

さ
れ
た
商
品
券
を
避
難
先

の
自
治
体
の
商
品
券
と
交

換
が
可
能
で
、
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
る
政
策
で
す
。

　

財

源

に

つ

い

て

は

１
０
０
％
国
庫
補
助
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
倉
鬼
越
応
急
仮
設
住

宅
は
、
現
在
2
名
の
方
が

未
退
去
の
状
況
で
、
6
月

に
県
の
明
け
渡
し
請
求
に

基
づ
く
訴
訟
の
判
決
が
出

ま
し
た
が
、
未
退
去
者
の

方
が
上
告
し
、
10
月
に
再

度
裁
判
が
行
わ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
課
所
管
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
と
、
今
回
補
正
計
上
さ

れ
た
こ
ど
も
家
庭
課
所
管

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
と
の
違
い
は
な
に

か
。

　
ま
た
、
財
源
は
。

　
仮
設
住
宅
未
退
去
者
に

つ
い
て
は
、
6
月
議
会
に

お
い
て
、
県
で
弁
護
士
を

付
け
て
提
訴
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
。

阿
部
憲
一
議
員

　
移
住
定
住
促
進
対
策
費

が
事
業
補
助
金
と
な
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容

は
。小

松
復
興
企
画
課
長

　
今
般
、
国
の
方
で
地
方

創
生
移
住
支
援
事
業
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
東
京
23
区
内

と
そ
の
周
辺
の
東
京
都
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
に
在
住
で
東
京
23
区

内
に
通
勤
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
、
居
住
地
か

ら
県
外
に
移
住
し
た
場
合

に
、
福
島
県
が
紹
介
し
た

中
小
企
業
等
に
就
職
を
す

れ
ば
最
大
で
１
０
０
万

円
、
単
身
者
で
あ
れ
ば

50
万
円
の
支
援
を
受
け
る

事
が
で
き
る
制
度
で
す
。

9

　

8

　森林環境譲与税は、令和６年より個人住民税と

併せて徴収される国税で、温室効果ガス排出削減

目標の達成や災害防止などを目的とした森林整備

等の財源として活用されます。

　この森林環境譲与税を適正に執行、実績をわか

りやすく公表できるようにするための条例が可決

されました。

　広野火力発電所敷地内に新たに建設される高効

率の火力発電ＩＧＣＣ（石炭ガス化複合発電）か

ら排出される石炭灰やスラグをリサイクルし、建

設資材を製造するための工場の敷地として、町有

地を東京パワーテクノロジーに売却することとな

りました。

所 在 地：広野町大字上北迫字岩沢1番地106　他

処分面積：8,043.77㎡

売買価格：86,792,276円

　広野町消防団に新たに機能別消防団員を置くと

した条例が可決されました。

　機能別消防団員は、消防団員が減少する中で、

各個人の能力や事情に応じて特定の活動のみに参

加する消防団員です。

　

森林環境譲与税基金条例

町有地の処分

消防団条例の改正

こんなことが決まりました
議

決

事

項

教
育
長
の

再
任
に
同
意

　
広
野
町
教
育
長
に
松
本
正

人
氏
（
再
任
）
を
適
任
者
と

し
て
認
め
、
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
元
年
10
月

15
日
か
ら
令
和
４
年
10
月
14

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

松本　正人氏
（折木）
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９
月
補
正
予
算

補正予算　全会一致で可決
　今回の補正は、固定資産税収入の増額１億2500万円などが主な内容となりました。

　これにより、一般会計は歳入歳出ぞれぞれ３億2058万１千円追加され、総額で51億

8077万円となりました。

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

一 般 会 計 3億2058万1千円 51億8077万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1980万4千円 9億4848万7千円

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 1億6004万円 2億2520万5千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1614万5千円 2億5603万7千円

農業集落排水事業特別会計 270万3千円 3414万2千円

介 護 保 険 特 別 会 計 4391万3千円 5億7248万5千円

後期高齢者医療特別会計 63万5千円 1659万5千円

合　　　　計 5億6382万1千円 72億3372万1千円

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
違
い
は

移
住
定
住
促
進

の
内
容
は

仮
設
住
宅
の
そ
の
後
は

小
磯
利
雄
議
員

塩

　史
子
議
員

猪
狩
環
境
防
災
課
長

坂
本
こ
ど
も
家
庭
課
長

　
こ
ど
も
家
庭
課
所
管
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

は
、
3
歳
未
満
の
子
ど
も

を
持
つ
世
帯
、
並
び
に
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
は
25
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
者
は
発
効

さ
れ
た
商
品
券
を
避
難
先

の
自
治
体
の
商
品
券
と
交

換
が
可
能
で
、
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
る
政
策
で
す
。

　

財

源

に

つ

い

て

は

１
０
０
％
国
庫
補
助
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
倉
鬼
越
応
急
仮
設
住

宅
は
、
現
在
2
名
の
方
が

未
退
去
の
状
況
で
、
6
月

に
県
の
明
け
渡
し
請
求
に

基
づ
く
訴
訟
の
判
決
が
出

ま
し
た
が
、
未
退
去
者
の

方
が
上
告
し
、
10
月
に
再

度
裁
判
が
行
わ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
課
所
管
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
と
、
今
回
補
正
計
上
さ

れ
た
こ
ど
も
家
庭
課
所
管

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
と
の
違
い
は
な
に

か
。

　
ま
た
、
財
源
は
。

　
仮
設
住
宅
未
退
去
者
に

つ
い
て
は
、
6
月
議
会
に

お
い
て
、
県
で
弁
護
士
を

付
け
て
提
訴
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
。

阿
部
憲
一
議
員

　
移
住
定
住
促
進
対
策
費

が
事
業
補
助
金
と
な
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容

は
。小

松
復
興
企
画
課
長

　
今
般
、
国
の
方
で
地
方

創
生
移
住
支
援
事
業
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
東
京
23
区
内

と
そ
の
周
辺
の
東
京
都
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
に
在
住
で
東
京
23
区

内
に
通
勤
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
、
居
住
地
か

ら
県
外
に
移
住
し
た
場
合

に
、
福
島
県
が
紹
介
し
た

中
小
企
業
等
に
就
職
を
す

れ
ば
最
大
で
１
０
０
万

円
、
単
身
者
で
あ
れ
ば

50
万
円
の
支
援
を
受
け
る

事
が
で
き
る
制
度
で
す
。

9

　

8
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野
町
教
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長
に
松
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正

人
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（
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任
）
を
適
任
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し
て
認
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、
再
任
に
同
意
し

ま
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た
。
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期
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で
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３
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委

員

会

報

告

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

工
総
務
文
教

業団地・産業団地整備事業

　
各
委
員
よ
り
、
第
１
期

整
備
区
域
の
立
地
状
況
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
第

二
期
開
発
の
住
宅
整
備

は
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
業

者
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
地
元
事
業
者
の
活
用
に

つ
い
て
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。

　
復
興
企
画
課
長
よ
り
、

第
１
期
整
備
区
域
の
立
地

状
況
は
、
３
区
画
ほ
ど
の

土
地
が
空
い
て
い
る
が
、

誘
致
活
動
に
よ
り
１
社
が

視
察
予
定
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
解
体

工
事
の
騒
音
に
つ
い
て
、

プ
ー
ル
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
後
の
フ
ェ
ン
ス
形
状

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
長
よ
り
、

解
体
工
事
の
騒
音
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
基
礎
の
解

体
等
で
若
干
の
音
と
振
動

発
生
が
予
測
さ
れ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
後
の
プ
ー

ル
側
の
フ
ェ
ン
ス
形
状
に

つ
い
て
は
、
目
隠
し
効
果

の
あ
る
物
を
設
置
す
る
考

え
で
あ
る
。
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
速
や
か

な
除
草
作
業
の
実
施
に
つ

い
て
、
徒
歩
通
学
に
対
す

る
住
民
の
見
守
り
に
つ
い

て
、
放
射
性
被
曝
の
監
視

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
長
よ
り
、

除
草
作
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
自
転
車
通
学
に
支

障
の
あ
る
場
所
を
一
部
早

め
に
実
施
し
た
が
、
今
後

も
逐
次
対
応
す
る
。
徒
歩

通
学
に
対
す
る
住
民
の
見

守
り
に
つ
い
て
は
、
体
制

が
と
れ
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
。
放
射
性
被
曝

の
監
視
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
と
協
議
の
上
、
検

討
す
る
。
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

総務文教常任委員会
８月19日（月）午前開催

調査件名
○通学路の現状

○広野町中学校本校舎での授業再開に向けた取り組み

○広野駅東側開発

○広野工業団地・（仮称）東町地区産業団地整備事業

駅
総務文教

東
側
開
発
事
業

整
備
区
画
の
そ
の
後
は

中
総務文教

学
校
本
校
舎
で
の
授
業
再
開

フ
ェ
ン
ス
の
形
状
は

通
総務文教

学
路
の
現
状

安
全
を
確
保
せ
よ

　
各
委
員
よ
り
、
新
規
進
出

会
社
に
つ
い
て
、
東
京
パ

ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
操
業

開
始
時
期
な
ら
び
に
事
業
に

お
け
る
放
射
性
物
質
の
監
視

に
つ
い
て
、
先
行
処
分
の
対

応
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
新
規
進
出
会
社
へ
の
交

通
マ
ナ
ー
や
事
故
対
策
の
指

導
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
復
興
企
画
課
長
よ
り
、
新

規
進
出
会
社
に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
り
開
発
区

域
の
隣
接
地
を
販
売
す
る
。

東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
操
業
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
度
の
操
業
を

め
ざ
し
て
い
る
。
事
業
に
お

け
る
放
射
性
物
質
の
監
視
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
等
に
内

容
を
確
認
す
る
。
先
行
処
分

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
予
算
を
計
上
す
る
。
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

進出企業に綿密な始動を

改修したフェンス (広野中学校 )
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委

員

会

報

告

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

　
各
委
員
よ
り
、
駐
車
場

の
整
備
台
数
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
設
置
箇
所
、
施
設
建

設
費
総
額
及
び
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
支
援
策
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　
町
か
ら
は
、
駐
車
場

整
備
台
数
に
つ
い
て
は

１
５
８
台
分
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
設
置
箇
所
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
こ

と
、
施
設
建
設
費
に
つ
い

て
は
基
本
計
画
を
進
め
て

ま
と
ま
っ
た
段
階
で
提
示

す
る
こ
と
な
ど
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
・
先

行
性
の
あ
る
駅
長
を
選
任

し
経
営
を
持
続
で
き
る
よ

う
基
本
計
画
を
進
め
る
こ

と
を
要
請
し
、
町
か
ら
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
変
更

す
る
こ
と
、
民
活
を
圧
迫

し
な
い
こ
と
、
生
鮮
食
品

を
あ
つ
か
う
こ
と
、
海
の

見
え
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
慮
す
る
こ
と
を
副
町
長

を
先
頭
に
全
課
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
た
め
池

整
備
の
進
捗
状
況
、
自
家

消
費
野
菜
の
放
射
線
検
査

事
業
の
継
続
、
特
別
栽
培

米
と
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
現
状
、
被
災
12
市
町

村
農
業
者
支
援
事
業
に
お

け
る
規
模
拡
大
の
面
積
条

件
、
県
営
広
野
地
区
圃
場

整
備
事
業
の
補
完
工
事
の

受
付
期
限
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
た
め
池
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
県
と

協
議
中
で
あ
る
と
の
こ

と
。

　
自
家
消
費
野
菜
の
検
査

は
当
面
継
続
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
。

　
特
別
栽
培
米
は
例
年
同

様
に
作
付
け
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は

３
０
０
０
件
の
予
算
に
対

し
て
6
月
時
点
で
１
９
０

件
申
し
込
み
の
状
況
で
、

今
後
も
寄
付
件
数
の
増
加

に
努
め
る
こ
と
。

　
被
災
市
町
村
支
援
の
面

積
条
件
は
、
農
業
の
実
態

と
整
合
し
て
い
な
い
た
め

要
望
し
て
い
く
。

　
補
完
工
事
に
つ
い
て
は

県
に
対
し
適
切
に
実
施
で

き
る
よ
う
要
望
す
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
事
業
の
継
続
年

数
、
各
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
の
実
施
件
数
の
差
異
、

住
宅
地
に
お
け
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
未
実
施
箇
所
へ
の

対
策
、
た
め
池
除
染
の
進

捗
状
況
、
上
田
郷
地
区
配

水
タ
ン
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
実
施
状
況
、
仮
置
場
撤

去
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業
交
付
金
は
5
年

間
が
期
限
の
予
定
だ
っ
た

が
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て

お
り
、
期
限
は
不
明
で
あ

る
と
の
こ
と
。
住
宅
地
内

の
未
実
施
箇
所
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
希
望
が
あ
れ

ば
町
で
対
応
す
る
こ
と
。

た
め
池
除
染
に
つ
い
て
は

13
カ
所
を
実
施
し
、
30
年

度
に
対
象
箇
所
は
す
べ
て

終
了
し
た
こ
と
。
上
田
郷

配
水
地
に
つ
い
て
は
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
。
仮
置

場
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

地
上
型
の
撤
去
は
シ
ー
ト

を
は
が
せ
ば
完
了
と
な
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

産業厚生常任委員会
８月20日（火）午前開催

調査件名
○農業振興について

○道の駅事業について

○除染対策の実施状況

道
産業厚生

の
駅
事
業

民
活
の
圧
迫
を
避
け
よ

農
産業厚生

業
振
興

実
態
に
合
っ
た
政
策
を

除
産業厚生

染
対
策
の
実
施
状
況

安
心
の
た
め
事
業
継
続
を

整備中の圃場 (上原地区 )
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の
立
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状
況
は
、
３
区
画
ほ
ど
の

土
地
が
空
い
て
い
る
が
、

誘
致
活
動
に
よ
り
１
社
が

視
察
予
定
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
解
体

工
事
の
騒
音
に
つ
い
て
、

プ
ー
ル
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
後
の
フ
ェ
ン
ス
形
状

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
長
よ
り
、

解
体
工
事
の
騒
音
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
基
礎
の
解

体
等
で
若
干
の
音
と
振
動

発
生
が
予
測
さ
れ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
後
の
プ
ー

ル
側
の
フ
ェ
ン
ス
形
状
に

つ
い
て
は
、
目
隠
し
効
果

の
あ
る
物
を
設
置
す
る
考

え
で
あ
る
。
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
速
や
か

な
除
草
作
業
の
実
施
に
つ

い
て
、
徒
歩
通
学
に
対
す

る
住
民
の
見
守
り
に
つ
い

て
、
放
射
性
被
曝
の
監
視

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
長
よ
り
、

除
草
作
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
自
転
車
通
学
に
支

障
の
あ
る
場
所
を
一
部
早

め
に
実
施
し
た
が
、
今
後

も
逐
次
対
応
す
る
。
徒
歩

通
学
に
対
す
る
住
民
の
見

守
り
に
つ
い
て
は
、
体
制

が
と
れ
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
。
放
射
性
被
曝

の
監
視
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
と
協
議
の
上
、
検

討
す
る
。
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

総務文教常任委員会
８月19日（月）午前開催

調査件名
○通学路の現状

○広野町中学校本校舎での授業再開に向けた取り組み

○広野駅東側開発

○広野工業団地・（仮称）東町地区産業団地整備事業

駅
総務文教

東
側
開
発
事
業

整
備
区
画
の
そ
の
後
は

中
総務文教

学
校
本
校
舎
で
の
授
業
再
開

フ
ェ
ン
ス
の
形
状
は

通
総務文教

学
路
の
現
状

安
全
を
確
保
せ
よ

　
各
委
員
よ
り
、
新
規
進
出

会
社
に
つ
い
て
、
東
京
パ

ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
操
業

開
始
時
期
な
ら
び
に
事
業
に

お
け
る
放
射
性
物
質
の
監
視

に
つ
い
て
、
先
行
処
分
の
対

応
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
新
規
進
出
会
社
へ
の
交

通
マ
ナ
ー
や
事
故
対
策
の
指

導
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
復
興
企
画
課
長
よ
り
、
新

規
進
出
会
社
に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
り
開
発
区

域
の
隣
接
地
を
販
売
す
る
。

東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
操
業
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
度
の
操
業
を

め
ざ
し
て
い
る
。
事
業
に
お

け
る
放
射
性
物
質
の
監
視
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
等
に
内

容
を
確
認
す
る
。
先
行
処
分

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
予
算
を
計
上
す
る
。
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

進出企業に綿密な始動を

改修したフェンス (広野中学校 )
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委

員

会

報

告

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

　
各
委
員
よ
り
、
駐
車
場

の
整
備
台
数
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
設
置
箇
所
、
施
設
建

設
費
総
額
及
び
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
支
援
策
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　
町
か
ら
は
、
駐
車
場

整
備
台
数
に
つ
い
て
は

１
５
８
台
分
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
設
置
箇
所
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
こ

と
、
施
設
建
設
費
に
つ
い

て
は
基
本
計
画
を
進
め
て

ま
と
ま
っ
た
段
階
で
提
示

す
る
こ
と
な
ど
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
・
先

行
性
の
あ
る
駅
長
を
選
任

し
経
営
を
持
続
で
き
る
よ

う
基
本
計
画
を
進
め
る
こ

と
を
要
請
し
、
町
か
ら
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
変
更

す
る
こ
と
、
民
活
を
圧
迫

し
な
い
こ
と
、
生
鮮
食
品

を
あ
つ
か
う
こ
と
、
海
の

見
え
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
慮
す
る
こ
と
を
副
町
長

を
先
頭
に
全
課
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
た
め
池

整
備
の
進
捗
状
況
、
自
家

消
費
野
菜
の
放
射
線
検
査

事
業
の
継
続
、
特
別
栽
培

米
と
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
現
状
、
被
災
12
市
町

村
農
業
者
支
援
事
業
に
お

け
る
規
模
拡
大
の
面
積
条

件
、
県
営
広
野
地
区
圃
場

整
備
事
業
の
補
完
工
事
の

受
付
期
限
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
た
め
池
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
県
と

協
議
中
で
あ
る
と
の
こ

と
。

　
自
家
消
費
野
菜
の
検
査

は
当
面
継
続
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
。

　
特
別
栽
培
米
は
例
年
同

様
に
作
付
け
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は

３
０
０
０
件
の
予
算
に
対

し
て
6
月
時
点
で
１
９
０

件
申
し
込
み
の
状
況
で
、

今
後
も
寄
付
件
数
の
増
加

に
努
め
る
こ
と
。

　
被
災
市
町
村
支
援
の
面

積
条
件
は
、
農
業
の
実
態

と
整
合
し
て
い
な
い
た
め

要
望
し
て
い
く
。

　
補
完
工
事
に
つ
い
て
は

県
に
対
し
適
切
に
実
施
で

き
る
よ
う
要
望
す
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
事
業
の
継
続
年

数
、
各
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
の
実
施
件
数
の
差
異
、

住
宅
地
に
お
け
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
未
実
施
箇
所
へ
の

対
策
、
た
め
池
除
染
の
進

捗
状
況
、
上
田
郷
地
区
配

水
タ
ン
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
実
施
状
況
、
仮
置
場
撤

去
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業
交
付
金
は
5
年

間
が
期
限
の
予
定
だ
っ
た

が
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て

お
り
、
期
限
は
不
明
で
あ

る
と
の
こ
と
。
住
宅
地
内

の
未
実
施
箇
所
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
希
望
が
あ
れ

ば
町
で
対
応
す
る
こ
と
。

た
め
池
除
染
に
つ
い
て
は

13
カ
所
を
実
施
し
、
30
年

度
に
対
象
箇
所
は
す
べ
て

終
了
し
た
こ
と
。
上
田
郷

配
水
地
に
つ
い
て
は
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
。
仮
置

場
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

地
上
型
の
撤
去
は
シ
ー
ト

を
は
が
せ
ば
完
了
と
な
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

産業厚生常任委員会
８月20日（火）午前開催

調査件名
○農業振興について

○道の駅事業について

○除染対策の実施状況

道
産業厚生

の
駅
事
業

民
活
の
圧
迫
を
避
け
よ

農
産業厚生

業
振
興

実
態
に
合
っ
た
政
策
を

除
産業厚生

染
対
策
の
実
施
状
況

安
心
の
た
め
事
業
継
続
を

整備中の圃場 (上原地区 )
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委員会視察　　　研修報告

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
駅
東
側
第

２
開
発
エ
リ
ア
の
事
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
進
地
で
あ
る
神

奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る

「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
を
視
察
研
修

し
今
後
の
住
宅
整
備
事

業
調
査
に
活
か
す
た
め

実
施
し
た
。

　
研
修
概
要
は
、
街
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
街
の
安

全
・
安
心
対
策
、
街
づ

く
り
の
ル
ー
ル
、
街
区

コ
ン
セ
プ
ト
、
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
、
ま
ち
親
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
た
。
研
修

を
通
し
て
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
㈱
が

進
め
る
街
作
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
整
備

さ
れ
た
街
並
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
を
調
査
し

１
０
０
年
先
も
『
生
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
が
う

ま
れ
る
街
に
つ
い
て
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　
当
町
の
住
宅
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
建
て
て
終
わ

り
の
街
」
か
ら
「
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
街
」(

人

間
・
社
会
・
地
球
環
境

の
持
続
可
能
な
発
展)

へ
自
治
組
織
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
会
社
に
よ
る
持

続
的
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
こ
れ
か
ら
の
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
あ
り

方
と
し
て
定
着
し
発
展

す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

　
幕
別
町
は
、
北
海

道
帯
広
市
東
隣
、
十

勝
総
合
振
興
局
内
中

川
郡
に
位
置
し
人
口

２
６
、
６
５
６
人
、
面

積
４
７
７
・
64

と
十

勝
平
野
の
中
心
部
に
あ

り
、「
国
内
一
の
食
糧

生
産
基
地
」
と
し
て
、

畑
作
・
酪
農
を
メ
イ
ン

に
し
た
農
業
先
進
地
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
は
８
年
６
カ
月
前
の

東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
よ
り
壊
滅

状
態
、
そ
の
後
の
復
興

に
よ
り
農
地
面
積
の
半

分
程
度
ま
で
進
み
ま
し

た
が
、
ま
だ
道
遠
い
状

況
で
あ
り
、
さ
ら
に
農

業
再
生
に
向
け
、
立
ち

位
置
を
学
び
に
伺
い
ま

し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
営
農

再
開
７
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
全
国
共
通
の
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
農

家
戸
数
の
減
少
に
、
震

災
・
原
発
事
故
被
害
が

加
わ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
今
回
地
理
的
・

自
然
条
件
を
巧
み
に
掴

み
、
適
材
適
所
に
関
係

機
関
連
携
の
も
と
行
政

が
リ
ー
ド
し
、
町
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
さ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
政
策

策
定
の
重
要
性
を
認
識

す
る
う
え
で
大
変
貴
重

な
視
察
研
修
で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

研

修

報

告

～
若
者
の
移
住
促
進
の
た
め
に
～

～
町
内
農
地
の
再
生
に
向
け
て
～

神
奈
川
県
藤
沢
市

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

令
和
元
年
７
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

北
海
道
中
川
郡

　
幕
別
町
議
会

令
和
元
年
７
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
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委員会視察　　　研修報告

　
８
月
26
日
三
郷
市
議

会
、
27
日
茅
ヶ
崎
市
議

会
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
三
郷
市
と
は
、
平
成

20
年
に
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
時
に
い
ち
早
く
食

糧
、
毛
布
等
の
支
援
物

資
と
給
水
車
の
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
を
申
し
上
げ
、
そ
し

て
平
成
24
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

更
な
る
支
援
を
お
願
い

し
広
野
町
の
災
害
状
況

と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

現
状
を
説
明
し
、
委
員

よ
り
震
災
時
の
様
子
や

対
応
、
ま
た
避
難
時
の

問
題
点
、
帰
町
の
様

子
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
の
問
題
や
帰
町
困
難

者
の
問
題
点
な
ど
の
多

岐
に
わ
た
る
説
明
や
質

問
等
を
踏
ま
え
、
現
在

の
広
野
町
の
状
況
に
つ

い
て
の
理
解
を
い
た
だ

い
た
。

　
茅
ヶ
崎
市
に
お
い
て

も
平
成
29
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

広
野
町
の
災
害
状
況
と

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現

状
を
説
明
し
理
解
を
い

た
だ
い
た
。

　
令
和
元
年
７
月
８
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
林
専
道
柴
橋
・
東
黒
森
線
開
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

研
修
報
告
・
臨
時
会

～
支
援
の
感
謝
を
込
め
て
～

埼
玉
県
三
郷
市
議
会

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
議
会

令
和
元
年
８
月
26
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

第３回臨時会

工事請負契約
林専道柴橋・東黒森線開設工事

　伐期を迎えつつある森林の、資源の有効活用、保安林の機能強化などの公益的

機能の向上、病害虫の拡散防止等を、高性能林業機械により効率的に行うための、

林専道柴橋・東黒森線開設工事の契約締結を可決しました。

工 事 の 概 要　施工延長　1020.6ｍ　幅員3.0ｍ

工 事 場 所　広野町大字上浅見川字柴橋他地内 　 

工事請負代金　９９５５万円 　 　

工 期　着工　令和元年７月９日　

　　　　　　　 完成　令和２年３月２日 

請 負 者　田中・五社山特定建設工事共同企業体
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委員会視察　　　研修報告

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
駅
東
側
第

２
開
発
エ
リ
ア
の
事
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
進
地
で
あ
る
神

奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る

「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
を
視
察
研
修

し
今
後
の
住
宅
整
備
事

業
調
査
に
活
か
す
た
め

実
施
し
た
。

　
研
修
概
要
は
、
街
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
街
の
安

全
・
安
心
対
策
、
街
づ

く
り
の
ル
ー
ル
、
街
区

コ
ン
セ
プ
ト
、
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
、
ま
ち
親
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
た
。
研
修

を
通
し
て
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
㈱
が

進
め
る
街
作
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
整
備

さ
れ
た
街
並
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
を
調
査
し

１
０
０
年
先
も
『
生
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
が
う

ま
れ
る
街
に
つ
い
て
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　
当
町
の
住
宅
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
建
て
て
終
わ

り
の
街
」
か
ら
「
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
街
」(

人

間
・
社
会
・
地
球
環
境

の
持
続
可
能
な
発
展)

へ
自
治
組
織
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
会
社
に
よ
る
持

続
的
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
こ
れ
か
ら
の
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
あ
り

方
と
し
て
定
着
し
発
展

す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

　
幕
別
町
は
、
北
海

道
帯
広
市
東
隣
、
十

勝
総
合
振
興
局
内
中

川
郡
に
位
置
し
人
口

２
６
、
６
５
６
人
、
面

積
４
７
７
・
64

と
十

勝
平
野
の
中
心
部
に
あ

り
、「
国
内
一
の
食
糧

生
産
基
地
」
と
し
て
、

畑
作
・
酪
農
を
メ
イ
ン

に
し
た
農
業
先
進
地
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
は
８
年
６
カ
月
前
の

東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
よ
り
壊
滅

状
態
、
そ
の
後
の
復
興

に
よ
り
農
地
面
積
の
半

分
程
度
ま
で
進
み
ま
し

た
が
、
ま
だ
道
遠
い
状

況
で
あ
り
、
さ
ら
に
農

業
再
生
に
向
け
、
立
ち

位
置
を
学
び
に
伺
い
ま

し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
営
農

再
開
７
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
全
国
共
通
の
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
農

家
戸
数
の
減
少
に
、
震

災
・
原
発
事
故
被
害
が

加
わ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
今
回
地
理
的
・

自
然
条
件
を
巧
み
に
掴

み
、
適
材
適
所
に
関
係

機
関
連
携
の
も
と
行
政

が
リ
ー
ド
し
、
町
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
さ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
政
策

策
定
の
重
要
性
を
認
識

す
る
う
え
で
大
変
貴
重

な
視
察
研
修
で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

研

修

報

告

～
若
者
の
移
住
促
進
の
た
め
に
～

～
町
内
農
地
の
再
生
に
向
け
て
～

神
奈
川
県
藤
沢
市

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

令
和
元
年
７
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

北
海
道
中
川
郡

　
幕
別
町
議
会

令
和
元
年
７
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
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８
月
26
日
三
郷
市
議

会
、
27
日
茅
ヶ
崎
市
議

会
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
三
郷
市
と
は
、
平
成

20
年
に
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
時
に
い
ち
早
く
食

糧
、
毛
布
等
の
支
援
物

資
と
給
水
車
の
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
を
申
し
上
げ
、
そ
し

て
平
成
24
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

更
な
る
支
援
を
お
願
い

し
広
野
町
の
災
害
状
況

と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

現
状
を
説
明
し
、
委
員

よ
り
震
災
時
の
様
子
や

対
応
、
ま
た
避
難
時
の

問
題
点
、
帰
町
の
様

子
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
の
問
題
や
帰
町
困
難

者
の
問
題
点
な
ど
の
多

岐
に
わ
た
る
説
明
や
質

問
等
を
踏
ま
え
、
現
在

の
広
野
町
の
状
況
に
つ

い
て
の
理
解
を
い
た
だ

い
た
。

　
茅
ヶ
崎
市
に
お
い
て

も
平
成
29
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

広
野
町
の
災
害
状
況
と

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現

状
を
説
明
し
理
解
を
い

た
だ
い
た
。

　
令
和
元
年
７
月
８
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
林
専
道
柴
橋
・
東
黒
森
線
開
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

研
修
報
告
・
臨
時
会

～
支
援
の
感
謝
を
込
め
て
～

埼
玉
県
三
郷
市
議
会

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
議
会

令
和
元
年
８
月
26
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

第３回臨時会

工事請負契約
林専道柴橋・東黒森線開設工事

　伐期を迎えつつある森林の、資源の有効活用、保安林の機能強化などの公益的

機能の向上、病害虫の拡散防止等を、高性能林業機械により効率的に行うための、

林専道柴橋・東黒森線開設工事の契約締結を可決しました。

工 事 の 概 要　施工延長　1020.6ｍ　幅員3.0ｍ

工 事 場 所　広野町大字上浅見川字柴橋他地内 　 

工事請負代金　９９５５万円 　 　

工 期　着工　令和元年７月９日　

　　　　　　　 完成　令和２年３月２日 

請 負 者　田中・五社山特定建設工事共同企業体



　一般質問は、公の場である議会で、
町長の考え方や町政の執行状況につい
て説明を求めたり、所信を問いただす
ものです。
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

●平成30年12月定例会　●一般質問

塩　史子 議員

地場産農産物食材の復活は

　広野町は天候に恵まれ、あらゆる農作物がで

き、地元でとれた新鮮な食材での学校給食をと

考えますが、教育長の考えは。

保護者の理解をいただきながら取り組む
　次年度に向け、学校給食の食材を引き続き協

議し、保護者の理解をいただきながら、地元産

への切り替えに取り組んでいきます。

広野産野菜が給食に使われました。

　令和元年９月から、広野小中学校の給食に広

野産のジャガイモやタマネギなどの野菜が使わ

れるようになりました。

　また、お米も新米収穫後に今年度から使われ

る予定です。

北郷幹夫 ●町の将来の見通しについて
●生活再建について
●空き家や空き地を活用した
　｢にぎわいづくり｣について

門馬　巧 ●天然ガス火力発電事業誘致について
●町道(含む生活林道)の側溝に
蓋を設置せよ

●避難指示地域から本町に移住
している人達の対処について

小磯利雄 ●平成30年度決算について
●広野町地域防災計画、その後
について

●本町子供たちの学力レベルは
●充電スタンドを設置せよ

遠藤　浩 ●広野町公共施設等総合管理計
画について

●魅力ある広野町の教育について

門馬まりえ ●第２次広野町健康づくり計画の
推進と保健師の活動について

●防災行政広報無線について

北郷伯弘 ●教育等の展望について

渡邉正俊 ●道の駅の進捗状況について

阿部憲一 ●小児甲状腺検査で｢異状｣の人数は
●福島第一原発の排気筒の解体の危険は
●避難住民が残した猫の捕獲・保護
●箱物行政を続けるつもりか

８人の議員が

町政を問う

広野産新鮮野菜
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一

般

質

問

町政を問う

北郷幹夫 議員

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
問
題
が
あ
る
中
で
、
町

独
自
の
視
点
で
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

①
現
在
、
５
年
後
及
び
10

年
後
の
高
齢
化
率
は
。
　

②
現
在
、
５
年
後
及
び
10

年
後
の
人
口
の
推
移
は
。

③
復
興
10
年
以
降
の
町
勢

振
興
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

④
現
在
は
不
交
付
団
体
で

あ
る
が
、
こ
の
件
を
含
め

て
、
今
後
の
財
政
の
見
通

し
は
。

町
の
将
来
の
見
通
し
は

町
長
／
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
図
る

北
郷

ヴィレッジ新駅少子高齢化

①
令
和
元
年
９
月
現
在
の

高
齢
化
率
は
30
・
7
％
で

す
。
5
年
後
の
令
和
６
年

度
は
33
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
様
々
な
社
会

的
要
因
に
よ
り
、
30
％
前

後
で
推
移
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

②
若
い
世
代
の
人
口
を
増

や
す
た
め
の
施
策
を
展
開

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
で
高
齢
者
福
祉
の
充

実
を
図
り
、
令
和
７
年
度

の
広
野
町
の
人
口
を
５
千

人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

③
「
子
供
た
ち
を
安
心
し

て
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
」、「
双
葉
郡
復
興
の

拠
点
と
な
る
環
境
と
共
生

し
た
利
便
性
の
高
い
ま

ち
」、「
社
会
の
要
請
に
応

え
活
気
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

実
行
し
ま
す
。

④
交
付
団
体
に
な
る
こ
と

無
く
、
向
こ
う
10
年
に
渡

り
不
交
付
団
体
の
状
況
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

町
長

　
帰
還
し
た
住
民
の
交
流

拠
点
と
し
て
空
き
家
や
空

き
地
の
利
活
用
を
想
定

し
広
野
、

楢
葉
、
双
葉

に
、
国
は
空
き
家
や
空
き

地
を
活
用
し
た
地
域
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の

調
査
費
で
、
新
た
に
計

２
７
０
０
万
円
を
財
政
支

援
す
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
費

の
活
用
に
つ
い
て
町
の
考

え
は
。

調査費の活用方針は
町長／有効に活用する

北
郷

　
本
事
業
は
、
東
日
本
大
震

災
及
び
原
子
力
災
害
に
よ
る

避
難
指
示
等
に
伴
っ
て
発
生

し
た
空
き
家
・
空
き
地
の
状

況
を
調
査
し
、
実
態
を
把
握

し
た
後
、
所
有
者
の
意
向
を

伺
っ
た
上
で
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
利
用
で
き
る
建
物
が
あ

り
、
状
況
に
よ
り
、
修
繕
や

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
高
校

生
な
ど
の
若
者
と
高
齢
者
の

方
々
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
長

県派遣研修

今後の継続予定は
町長／引き続き要望していく

①
保
険
税(

料)

及
び
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
免
除
、

高
速
道
路
無
料
措
置(

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ)

及
び
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
販
売
等
の
生

活
再
建
策
は
、
来
年
度
継

続
さ
れ
る
の
か
。

②
生
活
再
建
の
支
援
が
、

今
後
、
打
ち
切
ら
れ
た
場

合
の
代
替
案
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

北
郷

①
保
険
税
、
保
険
料
の
減
免

及
び
一
部
負
担
金
の
免
除
、

高
速
道
路
無
料
措
置
の
継

続
を
引
き
続
き
国
、
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
販
売
は
、
令
和
2
年
度

ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

②
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
市

町
村
と
合
同
で
要
望
活
動

を
行
っ
て
き
た
経
緯
を
踏

ま
え
、
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

県派遣研修空き家･空き地対策 保険税等の免除
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跡しました。
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塩　史子 議員

地場産農産物食材の復活は

　広野町は天候に恵まれ、あらゆる農作物がで

き、地元でとれた新鮮な食材での学校給食をと

考えますが、教育長の考えは。

保護者の理解をいただきながら取り組む
　次年度に向け、学校給食の食材を引き続き協

議し、保護者の理解をいただきながら、地元産

への切り替えに取り組んでいきます。

広野産野菜が給食に使われました。

　令和元年９月から、広野小中学校の給食に広

野産のジャガイモやタマネギなどの野菜が使わ

れるようになりました。

　また、お米も新米収穫後に今年度から使われ

る予定です。

北郷幹夫 ●町の将来の見通しについて
●生活再建について
●空き家や空き地を活用した
　｢にぎわいづくり｣について

門馬　巧 ●天然ガス火力発電事業誘致について
●町道(含む生活林道)の側溝に
蓋を設置せよ

●避難指示地域から本町に移住
している人達の対処について

小磯利雄 ●平成30年度決算について
●広野町地域防災計画、その後
について

●本町子供たちの学力レベルは
●充電スタンドを設置せよ

遠藤　浩 ●広野町公共施設等総合管理計
画について

●魅力ある広野町の教育について

門馬まりえ ●第２次広野町健康づくり計画の
推進と保健師の活動について

●防災行政広報無線について

北郷伯弘 ●教育等の展望について

渡邉正俊 ●道の駅の進捗状況について

阿部憲一 ●小児甲状腺検査で｢異状｣の人数は
●福島第一原発の排気筒の解体の危険は
●避難住民が残した猫の捕獲・保護
●箱物行政を続けるつもりか

８人の議員が

町政を問う

広野産新鮮野菜
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町政を問う

北郷幹夫 議員

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
問
題
が
あ
る
中
で
、
町

独
自
の
視
点
で
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

①
現
在
、
５
年
後
及
び
10

年
後
の
高
齢
化
率
は
。
　

②
現
在
、
５
年
後
及
び
10

年
後
の
人
口
の
推
移
は
。

③
復
興
10
年
以
降
の
町
勢

振
興
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

④
現
在
は
不
交
付
団
体
で

あ
る
が
、
こ
の
件
を
含
め

て
、
今
後
の
財
政
の
見
通

し
は
。

町
の
将
来
の
見
通
し
は

町
長
／
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
図
る

北
郷

ヴィレッジ新駅少子高齢化

①
令
和
元
年
９
月
現
在
の

高
齢
化
率
は
30
・
7
％
で

す
。
5
年
後
の
令
和
６
年

度
は
33
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
様
々
な
社
会

的
要
因
に
よ
り
、
30
％
前

後
で
推
移
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

②
若
い
世
代
の
人
口
を
増

や
す
た
め
の
施
策
を
展
開

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
で
高
齢
者
福
祉
の
充

実
を
図
り
、
令
和
７
年
度

の
広
野
町
の
人
口
を
５
千

人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

③
「
子
供
た
ち
を
安
心
し

て
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
」、「
双
葉
郡
復
興
の

拠
点
と
な
る
環
境
と
共
生

し
た
利
便
性
の
高
い
ま

ち
」、「
社
会
の
要
請
に
応

え
活
気
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

実
行
し
ま
す
。

④
交
付
団
体
に
な
る
こ
と

無
く
、
向
こ
う
10
年
に
渡

り
不
交
付
団
体
の
状
況
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

町
長

　
帰
還
し
た
住
民
の
交
流

拠
点
と
し
て
空
き
家
や
空

き
地
の
利
活
用
を
想
定

し
広
野
、

楢
葉
、
双
葉

に
、
国
は
空
き
家
や
空
き

地
を
活
用
し
た
地
域
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の

調
査
費
で
、
新
た
に
計

２
７
０
０
万
円
を
財
政
支

援
す
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
費

の
活
用
に
つ
い
て
町
の
考

え
は
。

調査費の活用方針は
町長／有効に活用する

北
郷

　
本
事
業
は
、
東
日
本
大
震

災
及
び
原
子
力
災
害
に
よ
る

避
難
指
示
等
に
伴
っ
て
発
生

し
た
空
き
家
・
空
き
地
の
状

況
を
調
査
し
、
実
態
を
把
握

し
た
後
、
所
有
者
の
意
向
を

伺
っ
た
上
で
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
利
用
で
き
る
建
物
が
あ

り
、
状
況
に
よ
り
、
修
繕
や

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
高
校

生
な
ど
の
若
者
と
高
齢
者
の

方
々
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
長

県派遣研修

今後の継続予定は
町長／引き続き要望していく

①
保
険
税(

料)

及
び
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
免
除
、

高
速
道
路
無
料
措
置(

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ)

及
び
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
販
売
等
の
生

活
再
建
策
は
、
来
年
度
継

続
さ
れ
る
の
か
。

②
生
活
再
建
の
支
援
が
、

今
後
、
打
ち
切
ら
れ
た
場

合
の
代
替
案
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

北
郷

①
保
険
税
、
保
険
料
の
減
免

及
び
一
部
負
担
金
の
免
除
、

高
速
道
路
無
料
措
置
の
継

続
を
引
き
続
き
国
、
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
販
売
は
、
令
和
2
年
度

ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

②
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
市

町
村
と
合
同
で
要
望
活
動

を
行
っ
て
き
た
経
緯
を
踏

ま
え
、
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

県派遣研修空き家･空き地対策 保険税等の免除
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町政を問う町政を問う

門馬　巧 議員

　
北
海
道
か
ら
日
本
海
側

を
南
下
し
仙
台
岩
沼
・
相

馬
に
至
る
天
然
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
現
在

ガ
ス
火
力
発
電
59
万
㎾
２

基
を
２
０
２
０
年
春
の
運

開
目
途
に
建
設
中
で
あ
る
。

　
福
島
第
２
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
が
正
式
に
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
捉
え
、
私

は
当
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
本

町
ま
で
延
伸
、
天
然
ガ
ス

火
力
発
電
事
業
の
誘
致
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
過
去
に
は
、
広
野
火
力

発
電
所
の
２
号
機
に
お
い

て
磐
城
沖
ガ
ス
田
の
天
然

ガ
ス
を
使
用
し
た
発
電
を

行
っ
て
お
り
、
３
号
機
４

号
機
の
運
転
当
初
は
、
天

然
ガ
ス
と
石
油
を
混
合
燃

焼
に
よ
る
発
電
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
事
業
が
現
実
と
な
れ
ば
、

広
野
火
力
発
電
所
に
お
け

る
使
用
燃
料
に
つ
い
て
も

天
然
ガ
ス
を
考
え
る
必
要

性
が
生
じ
ま
す
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

門
馬

ヴィレッジ新駅エネルギー政策

ヴィレッジ新駅

①
人
数
は
３
１
４
人
で
す
。

世
帯
数
は
把
握
で
き
ま
せ

ん
。

②
避
難
住
民
の
届
出
は
、

県
の
情
報
に
よ
り
６
市
町

村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
特
例
の
終
了
期
限
は
、

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
行
政
区
長
が
行
政
区
と

し
て
の
活
動
に
支
障
が
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

加
入
を
認
め
て
い
ま
す
。

⑤
行
政
区
と
し
て
の
活
動

に
支
障
が
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
加
入
を
認
め

て
い
ま
す
。

①
町
道
関
山
・
土
ケ
目
木

線
は
、
幅
員
が
狭
く
安
全

確
保
が
困
難
な
個
所
は
蓋

を
設
置
し
安
全
確
保
に
対

処
し
ま
す
。

②
林
道
長
土
線
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

に
か
け
て
２
６
５
ｍ
の
側

溝
の
布
設
替
及
び
蓋
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
幅
員
が
狭
く
安
全
確
保

が
困
難
な
個
所
は
蓋
を
設

置
し
安
全
確
保
に
対
処
し

ま
す
。

町
長

町
長

　
本
町
へ
の
避
難
者
に
つ

い
て
、

①
令
和
元
年
８
月
末
現
在

何
世
帯
・
何
人
か
。

②
上
記
該
当
世
帯
の
出
身

自
治
体
の
把
握
は
。

③
住
民
登
録
の
未
登
録
状

態
は
い
つ
ま
で
現
状
可
能

な
の
か
。

④
未
登
録
状
態
で
も
行
政

区
へ
の
加
入
は
可
能
な
の

か
。

⑤
慣
行
選
出
で
委
嘱
を
受

け
た
区
長
の
権
限
で
行
政

区
へ
の
加
入
判
断
の
可
否

は
。

　
山
間
部
の
町
道
及
び
林
道

の
側
溝
に
落
ち
葉
な
ど
が
堆

積
し
、
側
溝
の
機
能
が
阻
害

さ
れ
る
事
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
支
障
が
発
生
す
る
場
所

を
特
定
し
蓋
を
設
置
し
て
良

好
な
道
路
環
境
を
維
持
で
き

な
い
か
以
下
の
２
カ
所
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
雑
木
が
林
立
し
て
い
る
町

道
関
山
・
土
ヶ
目
木
線
の
一

部②
林
道
ゆ
え
狭
く
、
側
溝

詰
ま
り
も
あ
り
車
両
の
交
差

も
容
易
で
な
い
林
道
長
土
線

門
馬

門
馬県派遣研修避難住民

行政区加入は可能か
町長／支障がなければ可能

道路側溝に蓋を
町長／状況に応じて設置する

新しい火力発電所誘致を
町長／動向を注視して対応

道路管理

蓋のない道路側溝
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町政を問う町政を問う

県派遣研修学力向上

子供たちの学力レベルは
町長／実態を捉え向上をめざす

小磯利雄 議員

　
文
部
科
学
省
が
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
町
の
結
果

と
対
応
策
は
。

①
平
成
30
年
度
及
び
、
過

年
度
別
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
ト
」
関
連
実
績

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

②
30
年
度
施
政
方
針
で
約

束
さ
れ
た
各
事
業
に
お
い

て
、
次
年
度
繰
り
越
し
事

業
及
び
繰
越
明
許
費
に
つ

い
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

③｢

公
平
な
る
納
税
」
つ
い

て
、
30
年
度
各
課
所
管
の

未
収
金
内
容
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

万
円
、
道
の
駅
整
備
事
業
４

千
１
５
５
万
円
、
広
野
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
設
置
事
業
７

３
９
万
円
、
道
路
維
持
補
修

事
業
３
０
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
一
般
会
計
が
合
計
８
千
５

５
８
万
円
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
合
計
４
千
４
７

７
万
円
で
す
。
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
が
合
計
１
３

１
万
円
で
す
。
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
が
合
計
89

万
円
で
す
。
介
護
保
険
特
別

会
計
が
介
護
保
険
料
１
９
３

万
円
で
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
が
合
計
15
万
円

で
す
。

小
磯

小
磯

①
本
町
に
お
け
る
決
算
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
一
般
会
計
継
続
費
逓
次
繰

越
額
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も

園
整
備
事
業
１
億
２
千
１
５

２
万
円
、
林
業
専
用
道
路
整

備
事
業
６
千
67
万
円
、
道
の

駅
整
備
に
係
る
土
取
事
業
１

千
５
１
１
万
円
を
令
和
元
年

度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
は
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
６

千
４
７
９
万
円
、
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
５
千
１
３
０

町
長

次
世
代
自
動
車

平
成
30
年
度
決
算

充
電
ス
タ
ン
ド
を
設
置
せ
よ

町
長
／
費
用
等
勘
案
し
検
討
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
実
績
は

町
長
／
今
年
度
実
績
は
な
い

　
中
学
3
年
生
は
、
数
学
科

は
概
ね
全
国
や
県
の
平
均
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
6
年
生
は
、
国
語
の
記

述
式
、
算
数
の
数
量
や
図
形
の

知
識
・
理
解
が
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
実
態
を
捉
え
、
教
師
の
実
践

と
児
童
・
生
徒
の
学
び
が
学
力

向
上
に
向
け
て
繋
が
る
よ
う

に
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま

す
。

ヴィレッジ新駅地域防災計画

住民に広く周知を
町長／防災マップ作成し配布する

　
本
年
５
月
24
日
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
「
広
野
町
地
域

防
災
計
画
」
に
つ
い
て
、

①
一
般
災
害
・
震
災
及
び
事

故
・
原
子
力
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
大
幅
な
訂
正
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
町
民
の
生
命
・

財
産
は
守
れ
る
か
。

②
い
ま
だ
に
た
く
さ
ん
の
生

命
を
失
い
、
町
の
姿
を
変
え

て
い
る
、
原
子
力
災
害
対
策

に
つ
い
て
住
民
に
説
明
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
４
４
０
万
㎾
の
火
力
発

電
所
所
在
地
で
あ
り
、
町
が

ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
を
展
開

し
て
い
る
本
町
に
お
い
て
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
は

町
と
し
て
プ
ラ
ス
に
反
映
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、

①
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
含

め
、
充
電
設
備
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

②
自
治
体
主
導
の
設
置
補
助

は
期
待
で
き
る
の
か
。

小
磯

小
磯

①
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を

踏
ま
え
、
５
月
に
広
野
町
地
域

防
災
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。

住
民
の
生
命
、
財
産
を
確
実
に

守
る
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

②
「
ひ
ろ
の
原
子
力
災
害
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
各
戸

配
布
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

内
に
総
合
的
な
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
住
民
説
明
会
を
開
催
し

て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

①
今
後
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
も
含
め
、
情
勢
や
民
間
の

投
資
、
整
備
に
係
る
費
用
等

を
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

②
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
に
は
、

法
人
等
を
対
象
と
し
て
経
産

省
の
外
郭
団
体
の
次
世
代
自

動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

門馬　巧 議員

　
北
海
道
か
ら
日
本
海
側

を
南
下
し
仙
台
岩
沼
・
相

馬
に
至
る
天
然
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
現
在

ガ
ス
火
力
発
電
59
万
㎾
２

基
を
２
０
２
０
年
春
の
運

開
目
途
に
建
設
中
で
あ
る
。

　
福
島
第
２
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
が
正
式
に
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
捉
え
、
私

は
当
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
本

町
ま
で
延
伸
、
天
然
ガ
ス

火
力
発
電
事
業
の
誘
致
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
過
去
に
は
、
広
野
火
力

発
電
所
の
２
号
機
に
お
い

て
磐
城
沖
ガ
ス
田
の
天
然

ガ
ス
を
使
用
し
た
発
電
を

行
っ
て
お
り
、
３
号
機
４

号
機
の
運
転
当
初
は
、
天

然
ガ
ス
と
石
油
を
混
合
燃

焼
に
よ
る
発
電
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
事
業
が
現
実
と
な
れ
ば
、

広
野
火
力
発
電
所
に
お
け

る
使
用
燃
料
に
つ
い
て
も

天
然
ガ
ス
を
考
え
る
必
要

性
が
生
じ
ま
す
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

門
馬

ヴィレッジ新駅エネルギー政策

ヴィレッジ新駅

①
人
数
は
３
１
４
人
で
す
。

世
帯
数
は
把
握
で
き
ま
せ

ん
。

②
避
難
住
民
の
届
出
は
、

県
の
情
報
に
よ
り
６
市
町

村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
特
例
の
終
了
期
限
は
、

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
行
政
区
長
が
行
政
区
と

し
て
の
活
動
に
支
障
が
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

加
入
を
認
め
て
い
ま
す
。

⑤
行
政
区
と
し
て
の
活
動

に
支
障
が
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
加
入
を
認
め

て
い
ま
す
。

①
町
道
関
山
・
土
ケ
目
木

線
は
、
幅
員
が
狭
く
安
全

確
保
が
困
難
な
個
所
は
蓋

を
設
置
し
安
全
確
保
に
対

処
し
ま
す
。

②
林
道
長
土
線
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

に
か
け
て
２
６
５
ｍ
の
側

溝
の
布
設
替
及
び
蓋
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
幅
員
が
狭
く
安
全
確
保

が
困
難
な
個
所
は
蓋
を
設

置
し
安
全
確
保
に
対
処
し

ま
す
。

町
長

町
長

　
本
町
へ
の
避
難
者
に
つ

い
て
、

①
令
和
元
年
８
月
末
現
在

何
世
帯
・
何
人
か
。

②
上
記
該
当
世
帯
の
出
身

自
治
体
の
把
握
は
。

③
住
民
登
録
の
未
登
録
状

態
は
い
つ
ま
で
現
状
可
能

な
の
か
。

④
未
登
録
状
態
で
も
行
政

区
へ
の
加
入
は
可
能
な
の

か
。

⑤
慣
行
選
出
で
委
嘱
を
受

け
た
区
長
の
権
限
で
行
政

区
へ
の
加
入
判
断
の
可
否

は
。

　
山
間
部
の
町
道
及
び
林
道

の
側
溝
に
落
ち
葉
な
ど
が
堆

積
し
、
側
溝
の
機
能
が
阻
害

さ
れ
る
事
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
支
障
が
発
生
す
る
場
所

を
特
定
し
蓋
を
設
置
し
て
良

好
な
道
路
環
境
を
維
持
で
き

な
い
か
以
下
の
２
カ
所
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
雑
木
が
林
立
し
て
い
る
町

道
関
山
・
土
ヶ
目
木
線
の
一

部②
林
道
ゆ
え
狭
く
、
側
溝

詰
ま
り
も
あ
り
車
両
の
交
差

も
容
易
で
な
い
林
道
長
土
線

門
馬

門
馬県派遣研修避難住民

行政区加入は可能か
町長／支障がなければ可能

道路側溝に蓋を
町長／状況に応じて設置する

新しい火力発電所誘致を
町長／動向を注視して対応

道路管理

蓋のない道路側溝
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

県派遣研修学力向上

子供たちの学力レベルは
町長／実態を捉え向上をめざす

小磯利雄 議員

　
文
部
科
学
省
が
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
町
の
結
果

と
対
応
策
は
。

①
平
成
30
年
度
及
び
、
過

年
度
別
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
ト
」
関
連
実
績

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

②
30
年
度
施
政
方
針
で
約

束
さ
れ
た
各
事
業
に
お
い

て
、
次
年
度
繰
り
越
し
事

業
及
び
繰
越
明
許
費
に
つ

い
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

③｢

公
平
な
る
納
税
」
つ
い

て
、
30
年
度
各
課
所
管
の

未
収
金
内
容
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

万
円
、
道
の
駅
整
備
事
業
４

千
１
５
５
万
円
、
広
野
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
設
置
事
業
７

３
９
万
円
、
道
路
維
持
補
修

事
業
３
０
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
一
般
会
計
が
合
計
８
千
５

５
８
万
円
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
合
計
４
千
４
７

７
万
円
で
す
。
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
が
合
計
１
３

１
万
円
で
す
。
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
が
合
計
89

万
円
で
す
。
介
護
保
険
特
別

会
計
が
介
護
保
険
料
１
９
３

万
円
で
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
が
合
計
15
万
円

で
す
。

小
磯

小
磯

①
本
町
に
お
け
る
決
算
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
一
般
会
計
継
続
費
逓
次
繰

越
額
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も

園
整
備
事
業
１
億
２
千
１
５

２
万
円
、
林
業
専
用
道
路
整

備
事
業
６
千
67
万
円
、
道
の

駅
整
備
に
係
る
土
取
事
業
１

千
５
１
１
万
円
を
令
和
元
年

度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
は
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
６

千
４
７
９
万
円
、
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
５
千
１
３
０

町
長

次
世
代
自
動
車

平
成
30
年
度
決
算

充
電
ス
タ
ン
ド
を
設
置
せ
よ

町
長
／
費
用
等
勘
案
し
検
討
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
実
績
は

町
長
／
今
年
度
実
績
は
な
い

　
中
学
3
年
生
は
、
数
学
科

は
概
ね
全
国
や
県
の
平
均
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
6
年
生
は
、
国
語
の
記

述
式
、
算
数
の
数
量
や
図
形
の

知
識
・
理
解
が
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
実
態
を
捉
え
、
教
師
の
実
践

と
児
童
・
生
徒
の
学
び
が
学
力

向
上
に
向
け
て
繋
が
る
よ
う

に
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま

す
。

ヴィレッジ新駅地域防災計画

住民に広く周知を
町長／防災マップ作成し配布する

　
本
年
５
月
24
日
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
「
広
野
町
地
域

防
災
計
画
」
に
つ
い
て
、

①
一
般
災
害
・
震
災
及
び
事

故
・
原
子
力
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
大
幅
な
訂
正
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
町
民
の
生
命
・

財
産
は
守
れ
る
か
。

②
い
ま
だ
に
た
く
さ
ん
の
生

命
を
失
い
、
町
の
姿
を
変
え

て
い
る
、
原
子
力
災
害
対
策

に
つ
い
て
住
民
に
説
明
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
４
４
０
万
㎾
の
火
力
発

電
所
所
在
地
で
あ
り
、
町
が

ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
を
展
開

し
て
い
る
本
町
に
お
い
て
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
は

町
と
し
て
プ
ラ
ス
に
反
映
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、

①
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
含

め
、
充
電
設
備
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

②
自
治
体
主
導
の
設
置
補
助

は
期
待
で
き
る
の
か
。

小
磯

小
磯

①
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を

踏
ま
え
、
５
月
に
広
野
町
地
域

防
災
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。

住
民
の
生
命
、
財
産
を
確
実
に

守
る
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

②
「
ひ
ろ
の
原
子
力
災
害
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
各
戸

配
布
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

内
に
総
合
的
な
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
住
民
説
明
会
を
開
催
し

て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

①
今
後
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
も
含
め
、
情
勢
や
民
間
の

投
資
、
整
備
に
係
る
費
用
等

を
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

②
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
に
は
、

法
人
等
を
対
象
と
し
て
経
産

省
の
外
郭
団
体
の
次
世
代
自

動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

遠藤　浩 議員

　「
広
野
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」で
は
、改

修
や
更
新
、
長
寿
命
化
へ

の
対
応
が
課
題
で
あ
り
、

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理

に
お
け
る
方
針
を
明
確
に

し
、財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
と
最
適
な
配
置
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、

①
町
内
に
お
け
る
旧
耐
震

基
準
建
築
物
に
該
当
す
る

公
共
施
設
は
ど
こ
か
。

②
現
在
も
東
日
本
大
震
災

の
余
震
と
さ
れ
る
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
旧
耐
震

基
準
建
築
物
は
早
急
に
改

①
広
野
小
学
校
・
中
学
校

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

環
境
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
広
野
小
・

中
の
連
携
を
充
実
さ
せ
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
と
の
連

携
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
も
と
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

②
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
で
の
英
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
活
用
、

小
学
5
年
生
、
中
学
1
年

生
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
で
の
異
文
化
交
流
宿

泊
体
験
活
動
、
中
学
2
年

生
の
海
外
教
育
派
遣
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
広
野
町
教
育
大
綱
、
広

野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
魅

力
あ
る
教
育
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
教
職
員
と
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学

習
で
き
る
よ
う
学
校
当
局

と
し
っ
か
り
と
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
魅
力
あ
る
教
育
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
は

教
育
長
／
海
外
教
育
派
遣
な
ど
を
実
施

遠
藤

教
育
長

ヴィレッジ新駅財産管理

公共施設の管理方針は
町長／令和 2年度までに計画策定

修
や
更
新
あ
る
い
は
統
廃

合
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
計
画
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
か
。

③
地
区
の
集
会
や
団
体
で

の
利
用
に
加
え
、
災
害
時

の
避
難
場
所
と
な
る
集
会

所
は
重
要
な
施
設
だ
が
、

屋
根
や
玄
関
照
明
な
ど
破

損
し
た
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
修
繕
等
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

①
昭
和
56
年
度
以
前
の
建

築
物
が
該
当
と
な
り
ま

す
。

②
令
和
2
年
度
ま
で
に
個

別
施
設
毎
の
具
体
的
な
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
の
個
別
施

設
計
画
策
定
を
踏
ま
え
、

計
画
策
定
に
向
け
た
調
査

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

町
長

　
広
野
町
幼
小
中
魅
力
化

検
討
委
員
会
か
ら
提
言
書

が
提
出
さ
れ
町
内
に
お
け

る「
魅
力
あ
る
広
野
町
の

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技

術)

を
活
用
し
、ふ
た
ば
未

来
学
園
中
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
多
様
性
や
専
門
性

の
あ
る
教
育
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い

る
か
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
個

性
を
生
か
す
教
育
の
実
現

に
向
け
た
教
育
環
境
の
取

り
組
み
は
。

③「
魅
力
あ
る
広
野
町
の

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
間
も
な
く
１
年
と
な

り
ま
す
。
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
か
ら
見
え
て
き
た
教

育
現
場
で
の
課
題
は
。

遠
藤 グ

ロ
ー
バ
ル
教
育

ホストファミリー
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

門馬まりえ 議員

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
特
定
健
診
受
診
率
の

変
化
は
平
成
22
年
度
が

42
％
、
平
成
30
年
度
が

49
％
で
あ
り
、
特
定
健
診

の
周
知
活
動
、
受
診
勧
奨

の
結
果
、
特
定
健
診
受
診

率
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

②
国
の
目
標
値
60
％
よ
り

低
い
と
い
う
点
の
み
で
の

町
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪

問
や
特
定
保
健
指
導
、
特

定
健
診
結
果
説
明
会
、
運

動
、
糖
尿
病
予
防
や
減
塩

料
理
の
教
室
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
や

団
体
と
健
康
課
題
を
共
有

し
、
健
康
課
題
の
解
消
に

努
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
現
在
、
朝
、
昼
、
夕
の

時
報
を
お
知
ら
せ
す
る
際

は
、「
汽
車
」、「
広
野
賛

歌
」
及
び
「
と
ん
ぼ
の
め

が
ね
」
の
メ
ロ
デ
ィ
を
使

用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

防
災
行
政
広
報
無
線
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
良

い
子
供
た
ち
の
安
心
・
安

全
の
た
め
、
防
災
行
政
広

報
無
線
の
運
用
に
つ
い
て

学
校
当
局
と
協
議
し
検
討

し
ま
す
。

町
の
現
状
と
取
り
組
み
は

町
長
／
町
民
と
共
に
課
題
解
消
め
ざ
す

　
こ
の
3
月
に｢

第
2

次
は
つ
ら
つ
広
野
元
気

プ
ラ
ン｣

が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
は
10
年

間
の
活
動
と
10
年
後
の

健
康
づ
く
り
の
成
果
目

標
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、

①
特
定
健
診
の
受
診
率

は
東
日
本
大
震
災
の
前

後
で
比
較
し
受
診
率
に

変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

　
夏
休
み
の
広
報
で
小
、

中
学
生
に
対
し
て
夕
方

〝
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
〟

と
毎
日
広
報
し
て
い
ま
し

た
。
私
達
の
町
は
平
成
29

年
童
謡
文
化
賞
も
い
た
だ

き
童
謡
の
町
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
童
謡
を
流

し
て
小
学
生
か
中
学
生
の

声
で
町
内
の
子
ど
も
達
に

呼
び
か
け
て
は
と
考
え
ま

す
が
町
長
の
考
え
は
。

門
馬

門
馬

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅防災行政広報無線

童謡の町アピールを
町長／学校と協議して検討

健
康
増
進

②
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
の
国
の
目
標
は

60
％
と
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
示
す
目
標
に

比
較
し
て
低
い
場
合
は
、

町
に
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

③
健
康
診
断
の
結
果
や
統

計
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
か
ら
町
と
し
て
対

応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

役場屋上の防災行政広報無線
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

遠藤　浩 議員

　「
広
野
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」で
は
、改

修
や
更
新
、
長
寿
命
化
へ

の
対
応
が
課
題
で
あ
り
、

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理

に
お
け
る
方
針
を
明
確
に

し
、財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
と
最
適
な
配
置
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、

①
町
内
に
お
け
る
旧
耐
震

基
準
建
築
物
に
該
当
す
る

公
共
施
設
は
ど
こ
か
。

②
現
在
も
東
日
本
大
震
災

の
余
震
と
さ
れ
る
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
旧
耐
震

基
準
建
築
物
は
早
急
に
改

①
広
野
小
学
校
・
中
学
校

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

環
境
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
広
野
小
・

中
の
連
携
を
充
実
さ
せ
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
と
の
連

携
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
も
と
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

②
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
で
の
英
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
活
用
、

小
学
5
年
生
、
中
学
1
年

生
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
で
の
異
文
化
交
流
宿

泊
体
験
活
動
、
中
学
2
年

生
の
海
外
教
育
派
遣
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
広
野
町
教
育
大
綱
、
広

野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
、
魅

力
あ
る
教
育
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
教
職
員
と
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学

習
で
き
る
よ
う
学
校
当
局

と
し
っ
か
り
と
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
魅
力
あ
る
教
育
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
は

教
育
長
／
海
外
教
育
派
遣
な
ど
を
実
施

遠
藤

教
育
長

ヴィレッジ新駅財産管理

公共施設の管理方針は
町長／令和 2年度までに計画策定

修
や
更
新
あ
る
い
は
統
廃

合
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
計
画
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
か
。

③
地
区
の
集
会
や
団
体
で

の
利
用
に
加
え
、
災
害
時

の
避
難
場
所
と
な
る
集
会

所
は
重
要
な
施
設
だ
が
、

屋
根
や
玄
関
照
明
な
ど
破

損
し
た
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
修
繕
等
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

①
昭
和
56
年
度
以
前
の
建

築
物
が
該
当
と
な
り
ま

す
。

②
令
和
2
年
度
ま
で
に
個

別
施
設
毎
の
具
体
的
な
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
の
個
別
施

設
計
画
策
定
を
踏
ま
え
、

計
画
策
定
に
向
け
た
調
査

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

町
長

　
広
野
町
幼
小
中
魅
力
化

検
討
委
員
会
か
ら
提
言
書

が
提
出
さ
れ
町
内
に
お
け

る「
魅
力
あ
る
広
野
町
の

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技

術)

を
活
用
し
、ふ
た
ば
未

来
学
園
中
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
多
様
性
や
専
門
性

の
あ
る
教
育
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い

る
か
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
個

性
を
生
か
す
教
育
の
実
現

に
向
け
た
教
育
環
境
の
取

り
組
み
は
。

③「
魅
力
あ
る
広
野
町
の

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
間
も
な
く
１
年
と
な

り
ま
す
。
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
か
ら
見
え
て
き
た
教

育
現
場
で
の
課
題
は
。

遠
藤 グ

ロ
ー
バ
ル
教
育

ホストファミリー
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

門馬まりえ 議員

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
特
定
健
診
受
診
率
の

変
化
は
平
成
22
年
度
が

42
％
、
平
成
30
年
度
が

49
％
で
あ
り
、
特
定
健
診

の
周
知
活
動
、
受
診
勧
奨

の
結
果
、
特
定
健
診
受
診

率
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

②
国
の
目
標
値
60
％
よ
り

低
い
と
い
う
点
の
み
で
の

町
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪

問
や
特
定
保
健
指
導
、
特

定
健
診
結
果
説
明
会
、
運

動
、
糖
尿
病
予
防
や
減
塩

料
理
の
教
室
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
や

団
体
と
健
康
課
題
を
共
有

し
、
健
康
課
題
の
解
消
に

努
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

現
在
、
朝
、
昼
、
夕
の

時
報
を
お
知
ら
せ
す
る
際

は
、「
汽
車
」、「
広
野
賛

歌
」
及
び
「
と
ん
ぼ
の
め

が
ね
」
の
メ
ロ
デ
ィ
を
使

用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

防
災
行
政
広
報
無
線
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
良

い
子
供
た
ち
の
安
心
・
安

全
の
た
め
、
防
災
行
政
広

報
無
線
の
運
用
に
つ
い
て

学
校
当
局
と
協
議
し
検
討

し
ま
す
。

町
の
現
状
と
取
り
組
み
は

町
長
／
町
民
と
共
に
課
題
解
消
め
ざ
す

　
こ
の
3
月
に｢

第
2

次
は
つ
ら
つ
広
野
元
気

プ
ラ
ン｣

が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
は
10
年

間
の
活
動
と
10
年
後
の

健
康
づ
く
り
の
成
果
目

標
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、

①
特
定
健
診
の
受
診
率

は
東
日
本
大
震
災
の
前

後
で
比
較
し
受
診
率
に

変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

　
夏
休
み
の
広
報
で
小
、

中
学
生
に
対
し
て
夕
方

〝
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
〟

と
毎
日
広
報
し
て
い
ま
し

た
。
私
達
の
町
は
平
成
29

年
童
謡
文
化
賞
も
い
た
だ

き
童
謡
の
町
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
童
謡
を
流

し
て
小
学
生
か
中
学
生
の

声
で
町
内
の
子
ど
も
達
に

呼
び
か
け
て
は
と
考
え
ま

す
が
町
長
の
考
え
は
。

門
馬

門
馬

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅防災行政広報無線

童謡の町アピールを
町長／学校と協議して検討

健
康
増
進

②
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
の
国
の
目
標
は

60
％
と
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
示
す
目
標
に

比
較
し
て
低
い
場
合
は
、

町
に
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

③
健
康
診
断
の
結
果
や
統

計
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
か
ら
町
と
し
て
対

応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

役場屋上の防災行政広報無線
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

北郷伯弘 議員

①
４
月
に
県
立
中
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
が
広
野
小

中
学
校
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
は
何
で
す
か
。

②
そ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
特
に
学
力
の
向
上
と

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
は

何
で
す
か
。

③
当
町
に
お
い
て
は
、
４

月
に
認
定
こ
ど
も
園
が
、

開
園
し
ま
し
た
が
幼
児
教

育
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

①
現
在
実
施
し
て
い
る
教

育
施
策
の
中
で
特
色
あ
る

取
組
と
し
ま
し
て
は
、
小

中
教
員
交
流
事
業
、
異
文

化
交
流
宿
泊
体
験
活
動
、

広
野
中
学
生
海
外
教
育
派

遣
事
業
、
町
営
学
習
塾
の

開
設
、
ひ
ろ
の
映
像
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、

高
等
教
育
機
関
と
の
連

携
、
法
教
育
の
実
施
、
各

種
検
定
費
用
の
助
成
が
あ

り
ま
す
。

②
各
事
業
が
児
童
・
生
徒

に
新
た
な
関
心
や
興
味
を

も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

学
習
意
欲
向
上
を
導
く
こ

と
を
通
し
学
力
の
向
上
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

北
郷

放課後こども教室(町営学習塾)

県派遣研修幼児・小学・中学

特色ある教育は
町長／学習意欲向上を導く

③
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
と
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た

「
幼
児
・
児
童
の
交
流
」、

「
教
職
員
の
交
流
」、「
保

護
者
・
地
域
と
の
連
携
」、

さ
ら
に
は
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ

る
英
語
教
育
」
な
ど
、
幼

小
接
続
を
意
識
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
こ
ど
も

園
に
お
い
て
も
引
き
続
き

実
践
し
て
い
ま
す
。

町
長

21 20

一

般

質

問

町政を問う町政を問う

道の駅土取りの状況

渡邉正俊 議員

①
土
取
り
の
進
捗
率
は
令

和
元
年
８
月
末
時
点
で

17
・
６
％
で
あ
り
令
和
２

年
度
内
に
土
取
り
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

②
現
在
、
全
課
長
等
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
体
制
を
し
い
て

い
ま
す
。

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
令
和
元
年
度
に

駐
車
場
及
び
施
設
建
築
・

外
構
に
係
る
基
本
設
計
を

行
い
、
令
和
２
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
駐
車

場
等
の
造
成
工
事
並
び
に

施
設
等
の
建
築
工
事
に
取

り
掛
か
り
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
の
完
了
を
目
指
し

ま
す
。

町
長

今後の進め方は
町長／令和４年度末、完成目指す

①
道
の
駅
整
備
に
向
け
て

土
取
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
富
岡
町
と
の
協
定

に
基
づ
き
産
業
団
地
へ
の

土
取
り
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
道
の
駅
整
備
に
向
け
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

渡
邉

県派遣研修道の駅整備
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問

町政を問う町政を問う

北郷伯弘 議員

①
４
月
に
県
立
中
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
が
広
野
小

中
学
校
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
は
何
で
す
か
。

②
そ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
特
に
学
力
の
向
上
と

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
は

何
で
す
か
。

③
当
町
に
お
い
て
は
、
４

月
に
認
定
こ
ど
も
園
が
、

開
園
し
ま
し
た
が
幼
児
教

育
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

①
現
在
実
施
し
て
い
る
教

育
施
策
の
中
で
特
色
あ
る

取
組
と
し
ま
し
て
は
、
小

中
教
員
交
流
事
業
、
異
文

化
交
流
宿
泊
体
験
活
動
、

広
野
中
学
生
海
外
教
育
派

遣
事
業
、
町
営
学
習
塾
の

開
設
、
ひ
ろ
の
映
像
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、

高
等
教
育
機
関
と
の
連

携
、
法
教
育
の
実
施
、
各

種
検
定
費
用
の
助
成
が
あ

り
ま
す
。

②
各
事
業
が
児
童
・
生
徒

に
新
た
な
関
心
や
興
味
を

も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

学
習
意
欲
向
上
を
導
く
こ

と
を
通
し
学
力
の
向
上
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

北
郷

放課後こども教室(町営学習塾)

県派遣研修幼児・小学・中学

特色ある教育は
町長／学習意欲向上を導く

③
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
と
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た

「
幼
児
・
児
童
の
交
流
」、

「
教
職
員
の
交
流
」、「
保

護
者
・
地
域
と
の
連
携
」、

さ
ら
に
は
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ

る
英
語
教
育
」
な
ど
、
幼

小
接
続
を
意
識
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
こ
ど
も

園
に
お
い
て
も
引
き
続
き

実
践
し
て
い
ま
す
。

町
長
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町政を問う町政を問う

道の駅土取りの状況

渡邉正俊 議員
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土
取
り
の
進
捗
率
は
令

和
元
年
８
月
末
時
点
で
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・
６
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和
２

年
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内
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り
が
完
了
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す
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現
在
、
全
課
長
等
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
体
制
を
し
い
て

い
ま
す
。

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
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は
、
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和
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度
に
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車
場
及
び
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建
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・

外
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に
係
る
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本
設
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を

行
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令
和
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年
度
に
実
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設
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を
行
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
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車

場
等
の
造
成
工
事
並
び
に

施
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等
の
建
築
工
事
に
取

り
掛
か
り
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
の
完
了
を
目
指
し

ま
す
。

町
長

今後の進め方は
町長／令和４年度末、完成目指す

①
道
の
駅
整
備
に
向
け
て

土
取
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
富
岡
町
と
の
協
定

に
基
づ
き
産
業
団
地
へ
の

土
取
り
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
道
の
駅
整
備
に
向
け
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
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渡
邉
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問

町政を問う町政を問う
①
県
の
甲
状
腺
検
査
で
は

２
次
検
査
ま
で
に
Ｂ
判
定

以
上
で
且
つ
「
異
状
」
と

判
断
さ
れ
た
子
供
が
大

勢
い
る
。
そ
こ
か
ら
Ｃ

判
定
の
子
供
は
除
き
、
２

年
後
の
検
査
ま
で
待
つ
の

は
危
険
だ
と
一
般
診
療
を

勧
め
ら
れ
た
た
め
に
調
査

対
象
か
ら
外
れ
た
子
供
が

３
５
０
０
人
以
上
に
な
る

　
当
町
は
少
な
く
て
も
１
・
２

号
機
の
排
気
筒
の
工
事
が
始

ま
っ
た
８
月
１
日
頃
に
は
こ
の

危
険
な
工
事
の
説
明
を
受
け
て

お
ら
ず
、
東
京
電
力
に
危
険
性

を
確
認
し
て
い
な
い
。
排
気
筒

は
１
号
機
と
を
繋
ぐ
足
元
の
配

管
に
25 

Sv
／
h
も
の
部
分
が
あ

る
。
内
部
の
堆
積
物
の
リ
ス
ク

は
全
く
知
れ
て
い
な
い
。

①
な
ぜ
さ
も
東
京
電
力
を
信
頼

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
必
要
な

確
認
も
し
な
い
の
か
。

②
今
の
作
業
は
信
頼
が
お
け
な

い
。
鉄
塔
は
60
ｍ
辺
り
の
鉄
骨

が
複
数
切
れ
て
お
り
、
倒
壊
し

　
町
の
箱
物
行
政
に
つ
い
て

①
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅
を
利
用
し
た

が
、
降
り
た
の
は
私
を
含
め
て
わ

ず
か
５
人
。
こ
の
駅
の
建
設
に

当
町
は
１
億
７
３
０
０
万
円
も

負
担
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
経
済
効
果
が
あ
る
の
か
。

②
町
長
は
箱
物
作
り
や
土
木
整

備
ば
か
り
を
進
め
、
そ
の
維
持

費
や
負
債
は
町
民
に
の
し
か
か

る
。「
復
興
」
と
は
国
や
東
京

電
力
の
た
め
の
事
業
で
は
な
い

か
。
町
長
の
そ
の
動
機
は
何
な

の
か
、
町
民
が
納
得
い
く
よ
う

に
説
明
さ
れ
た
い
。

　
い
わ
き
市
中
央
台
の
仮
設
住

宅
の
入
居
者
た
ち
が
世
話
を
し

て
い
た
数
匹
の
猫
が
置
き
去
り

に
。
野
良
猫
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
聞
き
取
り
を
し
て
回
っ
た

が
、
苦
情
も
い
た
だ
い
た
。
町

の
責
任
と
し
て
キ
チ
ン
と
捕
獲

し
、
愛
護
団
体
に
依
頼
す
る
な

阿部憲一 議員

阿
部

阿
部

阿
部

阿
部

小
児
甲
状
腺
検
査

廃
炉
工
事

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅

｢

異
状｣

の
人
数
は

町
長
／｢

Ｂ
判
定｣

は
21
人

危
険
性
を
確
認
せ
よ

町
長
／
国
県
と
連
携
し
て
対
応

経
済
効
果
あ
る
の
か

町
長
／
経
済
効
果
拡
大
に
取
り
組
む

①
Ｂ
判
定
の
人
数
は
、
４
回
実

施
し
た
甲
状
腺
検
査
に
お
い
て

21
名
で
す
。

②
福
島
県
県
民
健
康
調
査
「
甲

状
腺
検
査
」
の
結
果
は
、
福
島

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
町
は
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
よ
り
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に

向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

進
捗
状
況
の
公
表
に
合
わ
せ
て

毎
月
、
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
排
気
筒
解
体
工
事
の
ダ
ス
ト

飛
散
対
策
の
内
容
は
確
認
し
ま

し
た
。

②｢

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
廃
炉
等
の
実
施
に
係
る
周
辺

市
町
村
の
安
全
確
保
に
関
す
る

協
定｣

に
基
づ
く
通
報
体
制
が

確
立
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
安

全
確
保
の
た
め
、
国
、
県
、
当

局
と
の
連
携
体
制
の
も
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

①
４
月
20
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸

支
社
に
よ
る
と
本
駅
の
利
用
者

は
、
一
日
で
約
五
千
人
で
あ
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め
町
内
の

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
経
済
効
果
の
拡
大
に
向
け
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
対
応
し

て
い
ま
す
。

②
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
の

取
り
組
み
は
、
壊
れ
た
イ
ン
フ

ラ
を
修
理
し
、
避
難
生
活
か
ら

帰
還
し
て
か
ら
の
安
心
・
安
全

な
生
活
と
利
便
性
の
高
い
生
活

環
境
の
整
備
を
重
点
に
進
め
て

い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業

を
必
要
性
に
応
じ
て
、
優
先
順

位
を
つ
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
法
律
上
の
捕
獲
規
定
が
無
い

こ
と
、
所
有
者
又
は
占
有
者
を

特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

に
よ
り
、
町
は
捕
獲
を
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
所
有
者
の
責
任

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

と
言
う
。
当
町
は
何
人
か
。

②
甲
状
腺
癌
の
子
供
は 

６
月

30
日
現
在
少
な
く
て
も
２
４
４

人
。
い
わ
き
市
は
40
人
以
上
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で

最
高
汚
染
レ
ベ
ル
の
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ゴ
メ
リ
州
の
レ
ベ
ル
。
町

は
な
ぜ
町
民
に
つ
い
て
数
字
や

実
態
の
把
握
に
努
め
よ
う
と
し

な
い
の
か
。

り
し
、
ケ
ア
、
譲
渡
ま
で
や
る

べ
き
。
町
は
キ
チ
ン
と
や
る
か

放
置
す
る
の
か
。

た
ら
内
部
の
堆
積
物
が
拡
散
し

て
周
辺
地
域
は
再
び
避
難
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
が
、町
長
に
認
識
は
あ
る
か
。

猫のケアを
町長／所有者に周知

仮設住宅跡地の猫

議
会
映
像
配
信
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町政を問う町政を問う

議
会
映
像
を
配
信
し
ま
し
た

９
月
定
例
会
一
般
質
問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
開
始

　
今
年
８
月
に
議
場
の
音

響
・
映
像
設
備
の
改
修
が

完
了
し
、
令
和
元
年
第
３

回
定
例
会(

９
月
議
会)

一
般
質
問
の
様
子
を
撮
影

し
ま
し
た
。

　
録
画
し
た
映
像
は
９
月

30
日
に
公
開
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
配
信
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

広野町ホームページ：https://www.town.hirono.fukushima.jp/

議会映像ホームページ：http://hirono.k-quick.net/

！注意！
・ ページ内の文章、映像、音声に関する権利は広野町議会に帰属しています。無断転載を禁じます。

・ 本議会(一般質問)を録画映像でご覧いただけます。

・ インターネット回線の負荷状況、その他視聴者のパソコンやスマートフォン等の環境により、

映像や音声が途切れる、又は停止するなど正常に視聴できないことがあります。

・ 配信している映像は、広野町議会の公式記録ではありません。

ホームページからの閲覧方法

動画ページへ
議会映像
ホームページ

広野町
ホームページ

議会→議会映像配信→広野町議会映
像配信と進んでクリック

録画映像→2019年９月定例会と進ん
で見たい映像の議員名をクリック

動画画面の再生ボタンをクリック
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問

町政を問う町政を問う
①
県
の
甲
状
腺
検
査
で
は

２
次
検
査
ま
で
に
Ｂ
判
定

以
上
で
且
つ
「
異
状
」
と

判
断
さ
れ
た
子
供
が
大

勢
い
る
。
そ
こ
か
ら
Ｃ

判
定
の
子
供
は
除
き
、
２

年
後
の
検
査
ま
で
待
つ
の

は
危
険
だ
と
一
般
診
療
を

勧
め
ら
れ
た
た
め
に
調
査

対
象
か
ら
外
れ
た
子
供
が

３
５
０
０
人
以
上
に
な
る

　
当
町
は
少
な
く
て
も
１
・
２

号
機
の
排
気
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の
工
事
が
始

ま
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た
８
月
１
日
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に
は
こ
の
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な
工
事
の
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明
を
受
け
て
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ら
ず
、
東
京
電
力
に
危
険
性

を
確
認
し
て
い
な
い
。
排
気
筒

は
１
号
機
と
を
繋
ぐ
足
元
の
配

管
に
25 
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も
の
部
分
が
あ

る
。
内
部
の
堆
積
物
の
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は
全
く
知
れ
て
い
な
い
。

①
な
ぜ
さ
も
東
京
電
力
を
信
頼

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
必
要
な

確
認
も
し
な
い
の
か
。

②
今
の
作
業
は
信
頼
が
お
け
な

い
。
鉄
塔
は
60
ｍ
辺
り
の
鉄
骨

が
複
数
切
れ
て
お
り
、
倒
壊
し

　
町
の
箱
物
行
政
に
つ
い
て

①
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅
を
利
用
し
た

が
、
降
り
た
の
は
私
を
含
め
て
わ

ず
か
５
人
。
こ
の
駅
の
建
設
に

当
町
は
１
億
７
３
０
０
万
円
も

負
担
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
経
済
効
果
が
あ
る
の
か
。

②
町
長
は
箱
物
作
り
や
土
木
整

備
ば
か
り
を
進
め
、
そ
の
維
持

費
や
負
債
は
町
民
に
の
し
か
か

る
。「
復
興
」
と
は
国
や
東
京

電
力
の
た
め
の
事
業
で
は
な
い

か
。
町
長
の
そ
の
動
機
は
何
な

の
か
、
町
民
が
納
得
い
く
よ
う

に
説
明
さ
れ
た
い
。

　
い
わ
き
市
中
央
台
の
仮
設
住

宅
の
入
居
者
た
ち
が
世
話
を
し

て
い
た
数
匹
の
猫
が
置
き
去
り

に
。
野
良
猫
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
聞
き
取
り
を
し
て
回
っ
た

が
、
苦
情
も
い
た
だ
い
た
。
町

の
責
任
と
し
て
キ
チ
ン
と
捕
獲

し
、
愛
護
団
体
に
依
頼
す
る
な

阿部憲一 議員

阿
部

阿
部

阿
部

阿
部

小
児
甲
状
腺
検
査

廃
炉
工
事

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅

｢

異
状｣

の
人
数
は

町
長
／｢

Ｂ
判
定｣

は
21
人

危
険
性
を
確
認
せ
よ

町
長
／
国
県
と
連
携
し
て
対
応

経
済
効
果
あ
る
の
か

町
長
／
経
済
効
果
拡
大
に
取
り
組
む

①
Ｂ
判
定
の
人
数
は
、
４
回
実

施
し
た
甲
状
腺
検
査
に
お
い
て

21
名
で
す
。

②
福
島
県
県
民
健
康
調
査
「
甲

状
腺
検
査
」
の
結
果
は
、
福
島

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
町
は
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
よ
り
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に

向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

進
捗
状
況
の
公
表
に
合
わ
せ
て

毎
月
、
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
排
気
筒
解
体
工
事
の
ダ
ス
ト

飛
散
対
策
の
内
容
は
確
認
し
ま

し
た
。

②｢

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
廃
炉
等
の
実
施
に
係
る
周
辺

市
町
村
の
安
全
確
保
に
関
す
る

協
定｣

に
基
づ
く
通
報
体
制
が

確
立
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
安

全
確
保
の
た
め
、
国
、
県
、
当

局
と
の
連
携
体
制
の
も
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

①
４
月
20
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸

支
社
に
よ
る
と
本
駅
の
利
用
者

は
、
一
日
で
約
五
千
人
で
あ
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め
町
内
の

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
経
済
効
果
の
拡
大
に
向
け
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
対
応
し

て
い
ま
す
。

②
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
の

取
り
組
み
は
、
壊
れ
た
イ
ン
フ

ラ
を
修
理
し
、
避
難
生
活
か
ら

帰
還
し
て
か
ら
の
安
心
・
安
全

な
生
活
と
利
便
性
の
高
い
生
活

環
境
の
整
備
を
重
点
に
進
め
て

い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業

を
必
要
性
に
応
じ
て
、
優
先
順

位
を
つ
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
法
律
上
の
捕
獲
規
定
が
無
い

こ
と
、
所
有
者
又
は
占
有
者
を

特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

に
よ
り
、
町
は
捕
獲
を
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
所
有
者
の
責
任

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

と
言
う
。
当
町
は
何
人
か
。

②
甲
状
腺
癌
の
子
供
は 

６
月

30
日
現
在
少
な
く
て
も
２
４
４

人
。
い
わ
き
市
は
40
人
以
上
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で

最
高
汚
染
レ
ベ
ル
の
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ゴ
メ
リ
州
の
レ
ベ
ル
。
町

は
な
ぜ
町
民
に
つ
い
て
数
字
や

実
態
の
把
握
に
努
め
よ
う
と
し

な
い
の
か
。

り
し
、
ケ
ア
、
譲
渡
ま
で
や
る

べ
き
。
町
は
キ
チ
ン
と
や
る
か

放
置
す
る
の
か
。

た
ら
内
部
の
堆
積
物
が
拡
散
し

て
周
辺
地
域
は
再
び
避
難
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
が
、町
長
に
認
識
は
あ
る
か
。

猫のケアを
町長／所有者に周知

仮設住宅跡地の猫

議
会
映
像
配
信

23 22

町政を問う町政を問う

議
会
映
像
を
配
信
し
ま
し
た

９
月
定
例
会
一
般
質
問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
開
始

　
今
年
８
月
に
議
場
の
音

響
・
映
像
設
備
の
改
修
が

完
了
し
、
令
和
元
年
第
３

回
定
例
会(

９
月
議
会)

一
般
質
問
の
様
子
を
撮
影

し
ま
し
た
。

　
録
画
し
た
映
像
は
９
月

30
日
に
公
開
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
配
信
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

広野町ホームページ：https://www.town.hirono.fukushima.jp/

議会映像ホームページ：http://hirono.k-quick.net/

！注意！
・ ページ内の文章、映像、音声に関する権利は広野町議会に帰属しています。無断転載を禁じます。

・ 本議会(一般質問)を録画映像でご覧いただけます。

・ インターネット回線の負荷状況、その他視聴者のパソコンやスマートフォン等の環境により、

映像や音声が途切れる、又は停止するなど正常に視聴できないことがあります。

・ 配信している映像は、広野町議会の公式記録ではありません。

ホームページからの閲覧方法

動画ページへ
議会映像
ホームページ

広野町
ホームページ

議会→議会映像配信→広野町議会映
像配信と進んでクリック

録画映像→2019年９月定例会と進ん
で見たい映像の議員名をクリック

動画画面の再生ボタンをクリック
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審

議

結

果

審議結果議員の会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和元年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 

浩

黒
田 

政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯 

利
雄

北
郷 

幹
夫

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

塩
　
　
史
子

議案第65号 広野町森林環境譲与税基金条例の制定について 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第66号
広野町消防団設置等に関する条例の一部を改正
する条例

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号
平成30年度広野町一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

10 9 8 １
原案
認定

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号
平成30年度広野町国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第69号
平成30年度広野町土地開発事業特別会計歳入歳
出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第70号
平成30年度広野町公共下水道事業特別会計歳入
歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第71号
平成30年度広野町農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第72号
平成30年度広野町介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第73号
平成30年度広野町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第74号 令和元年度広野町一般会計補正予算（第２号） 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第75号
令和元年度広野町国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第76号
令和元年度広野町土地開発事業特別会計補正予
算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第77号
令和元年度広野町公共下水道事業特別会計補正
予算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第78号
令和元年度広野町農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第79号
令和元年度広野町介護保険特別会計補正予算（第
２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号
令和元年度広野町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第81号 町有地の処分について 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第82号
広野町教育長の任命に関する同意を求めること
について

10 9 9 0
原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 

 次回の定例会は12月です 

　傍聴の手続きは、議場傍聴席入口にある

受付簿に住所・氏名を記入するだけです。

お気軽に傍聴にお越しください。

傍聴においでください
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出

欠

状

況

審議結果議員の会議等出欠状況

令和元年７月１日～令和元年９月30日
〇：出席　×：欠席　△：遅刻、早退　－：員外　弔：弔事　研：研修　公：公務　病：病気等

月 日
曜
　
日

開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部
　
憲
一

北
郷
　
伯
弘

遠
藤
　
　
浩

黒
田
　
政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯
　
利
雄

北
郷
　
幹
夫

門
馬
　
　
巧

渡
邉
　
正
俊

塩
　
　
史
子

出席回数（回） 10 13 20 24 28 19 23 18 19 12
会議回数（回） 14 13 20 35 31 22 25 18 20 14

7 3 水 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 4 木 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 5 金 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 8 月 第３回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 10 水 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 11 木 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 12 金 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 17 水 決算審査 － － － － 〇 － － － － －
　 　 　 相馬港建設促進期成同盟会総会 － － － 〇 － － － － － －
　 18 木 決算審査 － － － － 〇 － － － － －
　 19 金 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 22 月 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 23 火 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 24 水 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 　 　 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 25 木 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 26 金 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 31 水 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
8 1 木 決算監査 － － － － 〇 － － － － －

　 2 金 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 9 金 広野中学校海外教育交流事業結団式 － － － × － － 〇 － － －

10 土 第73回按針祭 － － 〇 × － 〇 〇 － － －
　 11 日 第73回按針祭 － － 〇 × － 〇 〇 － － －
　 　 　 サマーフェスティバル2019 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 19 月 総務文教常任委員会 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 －
　 　 　 双葉広域保健衛生常任委員会 － － － － － 〇 － － － －
　 　 　 広野町産バナナ商品名発表及び初収穫式 － － － 〇 － － 〇 － － －
　 20 火 産業厚生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － 〇
　 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 　 　 双葉広域消防厚生常任委員会 － － － － － － － － 〇 －
　 21 水 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 22 木 水道企業団議会 － － － － － － 〇 〇 － －
　 財政健全化審査 － － － － 〇 － － － － －
　 23 金 双葉広域総務常任委員会 － － － 〇 － － － － － －
　 　 　 決算監査講評 － － － － 〇 － － － － －
　 26 月 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 〇 〇 〇 －
　 27 火 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 公 〇 〇 －
　 28 水 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 公 〇 〇 －
　 30 金 双葉広域議会定例会 － － － 〇 － 〇 － － 〇 －
9 2 月 広野町と東京パワーテクノロジー (株)との協定締結式 － － － 〇 － － 〇 － － －

　 3 火 災害時における消防活動支援に関する協定締結式 － － － 〇 － － 〇 － － －
　 4 水 広野町敬老会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 6 金 議会運営委員会 － － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 －
　 8 日 消防協会双葉支部幹部大会 － － － 〇 － － － － － －
　 10 火 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 11 水 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 12 木 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 13 金 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 　 　 ラグビーＷ杯公式キャンプウェルカムセレモニー － － － 〇 － － － － － －
　 20 金 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 26 木 広報委員会(１回目) 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇
　 　 　 双葉広域監査 － － － － － － － － 〇 －
　 27 金 高木公明党国対委員長との意見交換会 － － － 〇 － － － － － －
　 28 土 広野町こども園運動会 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
　 29 日 広野町消防団秋期検閲式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
　 30 月 復興副大臣と議会議長との意見交換会 － － － 〇 － － － － － －
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審議結果議員の会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和元年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 

浩

黒
田 

政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯 

利
雄

北
郷 

幹
夫

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

塩
　
　
史
子

議案第65号 広野町森林環境譲与税基金条例の制定について 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第66号
広野町消防団設置等に関する条例の一部を改正
する条例

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号
平成30年度広野町一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

10 9 8 １
原案
認定

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号
平成30年度広野町国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第69号
平成30年度広野町土地開発事業特別会計歳入歳
出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第70号
平成30年度広野町公共下水道事業特別会計歳入
歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第71号
平成30年度広野町農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第72号
平成30年度広野町介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第73号
平成30年度広野町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

10 9 9 0
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第74号 令和元年度広野町一般会計補正予算（第２号） 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第75号
令和元年度広野町国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第76号
令和元年度広野町土地開発事業特別会計補正予
算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第77号
令和元年度広野町公共下水道事業特別会計補正
予算（第２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第78号
令和元年度広野町農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第79号
令和元年度広野町介護保険特別会計補正予算（第
２号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号
令和元年度広野町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第81号 町有地の処分について 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第82号
広野町教育長の任命に関する同意を求めること
について

10 9 9 0
原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 

 次回の定例会は12月です 

　傍聴の手続きは、議場傍聴席入口にある

受付簿に住所・氏名を記入するだけです。

お気軽に傍聴にお越しください。

傍聴においでください
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審議結果議員の会議等出欠状況

令和元年７月１日～令和元年９月30日
〇：出席　×：欠席　△：遅刻、早退　－：員外　弔：弔事　研：研修　公：公務　病：病気等

月 日
曜
　
日

開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部
　
憲
一

北
郷
　
伯
弘

遠
藤
　
　
浩

黒
田
　
政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯
　
利
雄

北
郷
　
幹
夫

門
馬
　
　
巧

渡
邉
　
正
俊

塩
　
　
史
子

出席回数（回） 10 13 20 24 28 19 23 18 19 12
会議回数（回） 14 13 20 35 31 22 25 18 20 14

7 3 水 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 4 木 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 5 金 財政支援団体監査 － － － － 〇 － － － － －
　 8 月 第３回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 10 水 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 11 木 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 12 金 総務文教常任委員会視察研修 × － 〇 〇 × － － － 〇 －
　 17 水 決算審査 － － － － 〇 － － － － －
　 　 　 相馬港建設促進期成同盟会総会 － － － 〇 － － － － － －
　 18 木 決算審査 － － － － 〇 － － － － －
　 19 金 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 22 月 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 23 火 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 24 水 産業厚生常任委員会視察研修 － 〇 － × － 〇 〇 〇 － 〇
　 　 　 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 25 木 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 26 金 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 31 水 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
8 1 木 決算監査 － － － － 〇 － － － － －

　 2 金 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 9 金 広野中学校海外教育交流事業結団式 － － － × － － 〇 － － －

10 土 第73回按針祭 － － 〇 × － 〇 〇 － － －
　 11 日 第73回按針祭 － － 〇 × － 〇 〇 － － －
　 　 　 サマーフェスティバル2019 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 19 月 総務文教常任委員会 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 －
　 　 　 双葉広域保健衛生常任委員会 － － － － － 〇 － － － －
　 　 　 広野町産バナナ商品名発表及び初収穫式 － － － 〇 － － 〇 － － －
　 20 火 産業厚生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － 〇
　 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 　 　 双葉広域消防厚生常任委員会 － － － － － － － － 〇 －
　 21 水 決算監査 － － － － 〇 － － － － －
　 22 木 水道企業団議会 － － － － － － 〇 〇 － －
　 財政健全化審査 － － － － 〇 － － － － －
　 23 金 双葉広域総務常任委員会 － － － 〇 － － － － － －
　 　 　 決算監査講評 － － － － 〇 － － － － －
　 26 月 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 〇 〇 〇 －
　 27 火 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 公 〇 〇 －
　 28 水 議会運営委員会視察研修 － － 〇 × － × 公 〇 〇 －
　 30 金 双葉広域議会定例会 － － － 〇 － 〇 － － 〇 －
9 2 月 広野町と東京パワーテクノロジー (株)との協定締結式 － － － 〇 － － 〇 － － －

　 3 火 災害時における消防活動支援に関する協定締結式 － － － 〇 － － 〇 － － －
　 4 水 広野町敬老会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 6 金 議会運営委員会 － － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 －
　 8 日 消防協会双葉支部幹部大会 － － － 〇 － － － － － －
　 10 火 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 11 水 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 12 木 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 13 金 令和元年第３回議会定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　 　 　 ラグビーＷ杯公式キャンプウェルカムセレモニー － － － 〇 － － － － － －
　 20 金 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －
　 26 木 広報委員会(１回目) 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇
　 　 　 双葉広域監査 － － － － － － － － 〇 －
　 27 金 高木公明党国対委員長との意見交換会 － － － 〇 － － － － － －
　 28 土 広野町こども園運動会 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
　 29 日 広野町消防団秋期検閲式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
　 30 月 復興副大臣と議会議長との意見交換会 － － － 〇 － － － － － －



●
発
行
／
福
島
県
広
野
町
議
会
　
〒
９
７
９

－

０
４
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２

　
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35
　
●
編
集
／
広
野
町
議
会
広
報
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

－

27

－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

編

　
集

　
後

　
記

映
像
で
議
会
を
見
て
の
感
想
は

議
会
映
像
配
信
開
始

議
会
映
像
配
信
開
始

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　
広
報
委
員
会
４
年
の

任
期
を
終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
で
は
、
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
町
長
等

へ
の
最
初
の
質
問
と
そ

れ
に
対
す
る
答
弁
し
か

掲
載
し
な
い
決
ま
り
に

な
っ
て
お
り
、再
質
問
、

再
々
質
問
と
な
る
に
つ

れ
て
問
題
の
核
心
に
迫

り
、
ま
る
で
違
う
展
開

に
な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
動
画
配
信
は
そ
れ

を
カ
バ
ー
す
る
意
味
も

あ
り
ま
す
が
、
議
会
へ

の
関
心
を
上
げ
る
こ
と

で
は
、
特
に
高
齢
者
に

ど
う
や
っ
て
観
て
頂
く

か
。

　
次
の
任
期
の
委
員
会

で
は
こ
れ
ら
の
課
題
を

速
や
か
に
善
処
す
る
よ

う
希
望
し
ま
す
。

 
(

阿
部
　
憲
一)

　
令
和
元
年
８
月
に
役
場
議
場
の
音
響
、
映
像
設
備
の
改

修
を
行
い
、
９
月
議
会
か
ら
議
員
の
町
政
に
関
す
る
一
般

質
問
を
録
画
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
仕
事
等
で
議
会
傍
聴
で
き
な
い
方
が
、
自

宅
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
で
視
聴
し

た
方
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

遠藤　昭一さん
（折木）

中津　由美さん（中央台）

　
議
会
の
傍
聴
に
行
け
な
い
町
民
に

と
っ
て
映
像
が
配
信
さ
れ
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
で
各
議
員
が
ど
れ
だ
け

町
や
町
民
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
か

否
か
は
一
目
瞭
然
で
す
。

　
次
期
選
挙
で
誰
を
選
ぶ
か
ど
う
か

参
考
に
な
り
ま
す
し
、と
て
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
配
信
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

よ
り
、
時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
に
拝

見
で
き
、
議
会
が
よ
り
身
近
な
も
の

に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
員
さ
ん
毎
に
見
出
し
や

内
容
が
記
載
さ
れ
、
大
変
わ
か
り
や

す
く
、
映
像
に
す
る
こ
と
で
、
議
員

さ
ん
は
じ
め
、
町
長
さ
ん
や
役
場
幹

部
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
討
議
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
条
例
や
予
算
等
の
配
信

も
期
待
し
ま
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